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▶記　録

公開シンポジウム

「子育ての危機に迫る」

【報告】 秋田光彦(大蓮寺住職・パドマ幼稚園園長)

梅田美代子(京都造形芸術太学芸術教育研究センター長)

奥山千鶴子(NPO法人「ぴーのびーの」理事長)

【司会】 矢野智司(京都大学大学院教育学研究科教授)

桑原知子(京都大学大学院教育学研究科教授)

田中耕治教授(京都文学大学院教育学研究科/教育実践コラポレーション・センター長)

このシンポジウムにご参加いただきました皆様、ほんとにありがとうございます。私の

ほうから一言、教育実践コラボレーション・センターにつきまして、ご紹介をさせていた

だきます。本シンポジウムのテーマに関しましては、あとで司会の矢野先生方のほうから、

趣旨についてお話をいただきたいと思っております。

コラポレーション・センターについては、パンフレットのほうに詳しく書かれておりま

す。われわれは研究科として、教育というものをさまざまな角度から研究をしてまいりま

した。そのなかで、それぞれの専門分野で、ある程度の成果をあげてきたのではないかと

思っています。しかし実際にわれわれの直面しております教育の問題というものは、それ

ぞれがそれぞれの学問分野で接近をするだけでは、どうも追いつかなくなってきており、

問題自体がかなり広く深く発生しているように思います。最近の言葉でいいますと、いじ

めであるとか不登校、学力の低下、さらには児童虐待という言葉が、最近のマスコミを通

じて、ほとんど毎日のように流されるという状況にあります。こうした問題が広く深くなっ

てきたということで、われわれ教育学研究科で教育学や心理学を担当しておる者が、この

問題について、それこそコラボレーションをしながら、総合的に問題に追っていく、その

なかで自分たち自身がおこなっている研究そのものを、聞い直していこうという意図で、

コラボレーション・センターを今から 4年前に立ち上げました。

この問、さまざまなところのフィールドワークをやってまいりましたが、本年から学校

教育の、本当の意味での根幹にかかわります子育ての問題に焦点化をして、このコラボ

レーション・センターの活動を展開していきたいと考えております。その第1回目のスター

トにあたるシンポジウムを、今回このようなかたちで開催することにいたしました。そこ

でわれわれのコラボレーション・センターの委員会で議論をいたしまして、この方々にお

話をいただければ、この問題について深く理解できるのではないかということで、ご報曹

の三人の先生方に来ていただきました。一人ひとりの先生方に、 2時間でも 3時間でも差

し上げて、お話をうかがう値打ちがあると思っているのですが、今日は時間の関係で三人

の先生方にそれぞれの時間の配分のなかで、今取り組んでいただいております子育ての問

題、またそのなかでの、細かな課題についてお話をいただければというふうに考えており

ます。ということで、コラボレーション・センターのこれからの第2弾といいましょうか、



328

新しいスタートを切るという今回のシンポジウムでございます。時間の許す限り、皆様方

ご参加いただいて、そしてあとで討論の時間も設けておりますので、活発に討論や論議が

できますことを期待しております。ほんとに簡単ではございますけれども、私のあいさつ

とさせていただきます。どうもありがとうございます。

矢野智司教授(京都大学大学院教育学研究科)

皆さん、こんにちは。前半の司会を担当します京都大学の矢野です。今回「子育ての危

機に迫る」というテーマで考えたいと思います。パンフレットにも書いておりますが、簡

単にこのシンポジウムの趣旨を説明したいと思います。

新聞記事やニュース報道などを見ても、子育てについて痛ましい事件が次から次と起

こっておりますのはご承知のとおりです。「子育ての危機」という主題は、子育てしている

親にとっても、子育てが喜びでなく、不安なもの、重荷であるように感じられる時代になっ

てきた、このような事態に対応しています。ところで、新聞やニュースで報道されていま

すような事件が起こりますと、たいてい子育ての問題が、母子の問題に媛小化されて、母

親の責任追求みたいな語られ方が多く見受けられます。しかし考えてみますと、子育てと

いうのは、母子だけの問題ではないのは明らかです。母子の問題だけではなく、家族全体

の問題であり、また地域の問題でもあり、さらには学校や行政全体が、取り組むべき課題

であると考えます(さしあたり空間的にはこのように考えられます)。

またあらためて「子育ての危機」ということを考えますと、単に母親と子どもというと

ころに焦点化されるべき問題ではなくて、むしろ、人が生まれ死んでいく、生まれ・育て

られ、育てる側にまわり、そして死んでいくという、人間のライフサイクル全体における

危機ではないかと思います。人は自ら育てられた経験をもとにして育てる側にまわるとい

う、人類に綿々と続いてきた、この人間のライフサイクル全体の危機だというように、考

えるべきなのだろうと思います(時間的にはこのような広がりで考えるべき問題です)。

つまりこういうことです。母子関係の問題、家族の問題に収飲していくような、新聞や

ニュースの報道のされ方をしていますが、それは現在の家族が地域から切り離されている

からではないかロある時期まで地域のなかで家族がちゃんと息づいていて、生活は「面」

としてあったのが、地域自体が弱体化し、生活自体が「点と線」になって、かろうじて機

能しているのではないか。この事態を、さきほどのライフサイクルの危機ということと結

びつければ、子育てをめぐる問題にとどまらず、高齢者の介護の問題も同じところから生

じていることがわかります。ライフサイクル全体が、これまでにない変容を余儀なくされ

ているのです

これまで何とか家族のなかで実現することができた(実際は家族だけで実現されていた

わけではなくて、ほかのおじいさんやおばあさんがいたり、地域によって実現されてきた)

子育て、それがそういう周りの力が弱くなってしまい、最後に閉じた家族関係に、そして

最後の最後にぎりぎりはだかの母子関係にまで痩せてしまった、本当に支えのないところ



329

公開シンポジウム「子育ての危機に迫る」　2010年度

にきてしまったのではないでしょうか。このことはそのまま高齢者の介護の問題などにま

でつながっているのではないかと思います。このように問題を考え直しますと、家族だけ

で、あるいは学校だけで解決できる課題などではないということは、もうはっきりしてい

るのだろうと思います。

早い時期から、このような問題状況に応答し、改善に向けての子育て支援の仕組みゃ枠

組みを作ることに取り組んでこられた人々がおります。今日は、その取り組みのなかで、

成呆をあげてこられた3人の方においでいただき、その取り組みについてご報告をいただ

き、皆さんと一緒にこの「子育ての危機」について考えていきたいと思いますロそれでは

パネリストを簡単にこ事紹介させていただきたいと思います。

私の右側から、秋田光彦さんです。秋田さんはご自身、僧侶で、「パドマ幼稚園」という

幼稚園の園長先生でもあります。お寺を拠点にして、まちづくりを積極的に取り組んでこ

られました。僧侶ですので生き死についてずっと考えてこられました。ライフサイクルの

危機についても深い洞察をなされてきました。人間の生の根本課題として、ライブサイク

ルと結びつけて子育てについてお話しいただくことになっております。

2番目にご発表いただくのは、梅田美代子さんです。梅田さんは京都造形芸術大学の芸

術学科の先生で、また京都造形芸術大学芸術教育研究センター長でもあります。京都造形

芸術大学というのは、大変にユニ}クな大学でして、実はその大学のなかにもう一つ大学

がある。「こども芸術大学」という名前の大学です。この「こども芸術大学」を設置されて、

大学をあげて子育ての支援をされています。この「こども芸術大学」には子どもだけでは

なくて、親も一緒に登園するのです。「こども芸術大学」の実践についてお話しいただきま

す。

それから 2番目の発表者は奥山千鶴子さんです。奥山さんは、 2000年に横浜の商庖街

の空き唐舗で、子育て中の親たちによる親子のひろば「びーのびーの」という組織を立ち

上げて、その実践から行政をも動かし、横浜を先進的な地域子育ての支援のセンターに変

えてしまったという方です。この子育てについての地域の支援ということで、先進的な実

践の始まりから現在の課題まで、ご報告いただけるのではないかと思います。それでは秋

田さんにお願いしたいと思いますロどうぞよろしくお願いします。

秋田光彦さん(浄土宗太蓮寺住職、鹿典院代表)

それでは、よろしくお願いいたします。私は2時半までということで、お時間をちょう

だいいたします。ほんとにいいお天気で、さっき控えで皆さんとお話ししていたんですが、

こんないい天気に地下の講堂でシンポジウムを聞きに来る人っていはるのかな、とか言い

ながら、たくさん来ていただいてありがとうございます。私はどちらかというと子どもの

専門家とは、まだ言い難いのかもしれません。さっきご紹介いただいたように、本職は寺

の僧侶です。僧侶として地域とか、特に若い人たちの生き方とか、働き方とか、そういう

ことにかかわってきたんですが、ちょうど私の父が、先代が幼稚園の園長を 50年、半世
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園では子どもたち、それから臆典院には若者たち、さらに幼稚園の親世代がいて、大蓮寺

では高齢者と、まさにオールジェネレーションといいますか、ゆりかごから墓場までとい

いますか、文字通りすべての生涯に立会うというふうに、私は自分の立場を認識しており

ます。

大蓮寺はちょうど境内で、 4月の桜の季節にこういった入園式がおこなわれます。入国

式の話をしたいわけではないんですが、実はこの入園式を目指して、この 10月 11月は、

来年度うちの幼稚園に入っていただく入園児の保護者の方々の面接をしています。幼稚園

ですけど、おかげさまで定員以上の方に来ていただくので、そこを見ながら子どもの、考

査などもさせていただくことになっておりまして、 100人以上の保護者の方々とお会いし

て、ずっと 10月面談を重ねてまいりました。大したことは聞かないんですよ、おたくの

子育ての方針はどんなんですか、とかね。子どもさんの性格はどんなんですかとか、そう

いう、もうほんとに普通の質問をするんですが、そのときにお母さんに、必ずこういう質

問をするんです。最近のお子さんの成長ぶりで、お母さんが心から、ああ、うちの子は成

長したなとか、ああ、この子育てて良かったなと思うような、小さなことでいいですから、

そういう出来事、思い出、エピソード、そんなことがあったらお話ししていただけません

かつて言うんですよ。そしたら皆さんうれしそうに、嬉々としてお話しされるんです。た

とえば、「うちの子はとても引っ込み思案で、なかなか知らない人にあいさつできなかっ

たんだけど、このあいだマンションのエレベーターで出会ったお隣さんに、初めてこんに

ちはって、あいさつができたんですよ」って、顔をほころばされるんですね。あるいは、

お母さんがちょっと風邪気味で寝込んでしまったときに、小さな息子さんがやって来て、

r "7"7大丈夫?ママが大変だったら、僕なんでもお手伝いするよって言ってくれたんです

よ」とかですね。子どもたちと旅行に行ったと。ものすごくきれいな夜空を見上げながら、

子どもが初めて、「お母さん、昼ってきれいだね」って言ったとかね。そういうことを母

親は、もっとも今、自分の子どもの成長として感じる場面として、私たち関係者にうれし

そうに報告をしてくれるわけなんです。ささいなことですよね。ささいなことなんですが、

私たち、子育てとか、家庭問題とかっていうふうに考える前に、そういう非常に些末なこ

と、本当にささいではあるけれども、大切なこと、子育てのうえで、何が問題なのかとい

う前に、何が、子育てを通して私たちは幸福を感じるんだろうかと、子育ての向こうにど

んな希望を見ているんだろうかということが、実はあまりにも問題群が大き過ぎて広過ぎ

て、むしろその対称形にある希望とか未来が、非常にささやかなことに見えてしまって、

ガラスのように繊細な、そういうものに、私たちはあまりきちっと意識を向けてないん

じゃないかな、ということをたまに，思ったりします。そういうささいな、さりげない日常

が積み重ねられて、その積み重ねのなかから、じわっとにじみ込んでくるものとして、子

育ての幸せっていうものはあるんじゃないかと。僕はもう子育てとっくに卒業しましたの

で、今はなかなか振り返って、そうだとは言えないんですが。今、僕もお母さんたちと話

をしながら、こんなことを感じます。
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子育てを「引きjで考える-f死生観」を問う

今日のテーマは『子育ての危機に迫る』というタイトルで、迫るとかいうと、何かテレ

ビの報道特集みたいで、ちょっと引いてしまうんですが、さっき先生もおっしゃったよう

に、ここにこれこれの子育ての問題がある、今すべてがそうですね、問題というレッテル

を貼っていますよね。レッテルが貼られると、さもそれが問題であるがごとく、私たちは

思ってしまうし、問題がある限り、これは必ず解決法があるんだというふうに思う。これ

は当然そうあってほしいんですが。ただ、解決法を探ると同時に、犯人探しも始まるわけ

で、あれが悪い、これが悪いと、子育ての問題が家族問の問題、あるいは母子聞の問題と

いうふうに、媛小化されていくということは、私も現場にいて非常によく感じることです。

そうではなくて、むしろ子どもを一つ軸にして、もう一度、私たちの地域とか社会とか全

体に見渡していく。もちろんプライパシ}の問題もあるし、非常に閉じられた課題もある

わけですけども、その両方を見渡すような、複眼的なとらえ方としていかないと、いつま

でたっても子育ての問題っていうのは、あれが悪い、これが悪いと、危機というバトンを、

みんなでリレーして、ぐるぐる回しているというような印象は否めないですね。ですから

今日の僕の話は迫るっていうよりも、むしろ「引いて」みたらどうだろうと思うんです。

私、映像をやっているんで、寄りと引きっていうことで。たとえば女優さんをアップで撮

るでしょう。撮ったら女優さん、顔はきれいに映るけど、その女優さんの背景見えないで

すよね。カメラをズームでずっと引いていくと、その後ろにはきれいなホテルかなと思っ

たら、なんや違うかったと。そしたらこの女優さんは、お顔は澄ましているけど場所の設

定は、市場に夕飯買い物に来た主婦なんだなというような、そういう把握の仕方つである

じゃないですか。ですから物事っていうのは、ずっと寄りっぱなしで見切るんじゃなくて、

寄りの視点もありながら、それをずっと引いていくような、そういう寄りと引きの、二つ

の視点があるだろう。子育てというひとつひとつの木々を、どうやって大きな森から見渡

すのかというのは、取りあえずトップバッターの私のお役目だと思っています。だからま

ず、引きの話からしたいと思います。

三つの事例をご紹介します。お寺の住職ですので、寺という場は、私は聞かれた場だと

いうふうにとらえて、お寺の持てる施設や機能を、開きながら、単に場所貸しをやってい

るということではなくて、その場所にいろんな意味を呼び込みながら、新しい市民協働と

いうことを、目指してきています。子育ての視点というのを、ずっと突き抜けていくと、

いかに育つのか、いかに生きるのかの最後に何があるかというと、いかに死ぬのかってい

うことなんですよねロさっきライフサイクルとお話をされましたが、いかに死ぬのかとい

う焦点から、いかに生きるのか、いかに生まれるのかと引き戻すような、そういう逆転し

ていく視点っていうのが、やっぱり大切じゃないかなと思っていて、子育ての問題と、そ

れから末期ケアとか看取りという死の問題というのは、実は表裏をなしているというふう

に今、感じています。いろんなセミナーやっているんですが、最近、『葬式は、要らない』っ

ていう本を書いた島田裕巳さんと対談をしました。葬式仏教は再生するという、こういう
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こ kをやる k もう繍杯です.た〈さんの2甘いら~l.ゃいます.あるいは.透旗ケアkか、

足遣はグ'-'7~アーていうんですIt~.臨しみをEのようにサボ』トLτい〈のか、 k

いうようなワータシ!I~アです.下は、盆~崎守ず唖kカト!1~~の神父として格E固され

ている本阿曽尽きんqていう方でれ本岡;先生を梅幸ながら、みんなで分かちあいの舗を

つ〈申立.，.それは何をしているかqτいう k、当方に.いら~l.キるjyほ中高年です.

"':)j;!1お4ーというtlU野を開〈ことによqて.そζに普段.日省的にはあまP倉官置しない.

子育ての聞週も、突は日常的に怠・されてい畠かどうか唱であるんですが...に売の岡

掴qていうのは.ほとんど..しない.その問題をあえて焦点借Fることによqて.集い

をつくり.その集いを単にお勉強の会ではな〈て..量哩た人間士y"，アしてい<.そし

て集まqた人関士が自ら気付いてい〈というような・e.いく遇!I'i>っく qでき奮した.
もうたぶん何百聞とな〈、っく弔てきたというふうに考えます.それだけではな〈て、そ

れをどのように具体的なロミ~.;:.ケーシ圃ン、特に~アというかたちに衰えてい〈の晶、

"ëでお債をし~すが、まちづ〈切なんかもやqていて、そのな必で最近は施霞型のケア

ではな〈て、いわゆ畠ロミ~~ターシaνを，ft?た=

ミ...:;ティケアという考え方を締り込みながら、 4慢の
揚舎は、在宅ホ混ぜスというとと告やqてい畠んです

rt~も、在宅で最.ë看取qてい<.そういう看取り

と.そしてその残された遺鎮の方々回グ!J-'7~・7、

こうい唖たとkをいろんなかたちで、セミナーや唱ーを

つ〈唖てまい ~l主した.

今.この生aを学ぶqていうのは、.u葬式がいるk
措嚇柳時、k語、こういう簡もたくさん、齢ん 匡韮訂
ご関心があるんですが、実ほそういうことよ曹も.こうい唖た.めて実存的な関BI::、な

ぜこんなにた〈さん人々の関心が援聖向けられ.ejか.これはさq奮のお.1::もちょ唱k出

てきましたIt~.窓銭聞の関Bとして~けλれられて曹たものが.もう窓:lIi測だりではな

んkもならな〈なqたからです'.JEの聞.~ていうのは.長"に任せればよかqたんです.

携された次の後結社会にゆだねれば、人並みに、今~での慣わl.~~軍習に進んでいqたこ

kが、少子化がここ量でま盤んで、そしてー人一人の価値虜がぱらぱbになqてしまqたk
きに、自分の死は自分の、自分で決めなきゃいりないkい号、こ5いうのを死後の自立k
雷qている社会学者がいますが.死後の自立が今偲遡してい事す.ですから哲学の問題と

いラよりも、むしる生指閑居ff札餌畿の問題とー舗に、訟はつなが哩ていると思い奮

すが、自分の最繍はどのように迎えたいのか、その1つに擁式はこうありたいとか、菖は

こうして〈れ哩ていうのがゐりますが、甚司F抑式拾単に入り口でおって、その先に"るの
位、どのような看取り、盆曹方、そしてどのような死後の供袋、怠れないでほしいqてあ

りますからね.や唖ぽりとういqたととが、黛車匝が分裂してい〈現代のなかで、新しい県

掴として突曹つげられている.でも、みんなやヲばり曾うんです主ね、食後玄で自分らし
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くと。今キーワードは、最後まで自分らしくと、もう 1つは迷惑をかけない。この二つな

んですよ。なかなか矛盾しているんですけどね。そうやって日本人の死生観が新しく生み

変わっているという感じがするんですが、これを死生観といっていいのかどうか、この辺

はまだまだ議論が必要かと思うんです。死生観というとつまり、いかに生きるのかという

こと、いかに死ぬかということはセットであるということです。だから子育ての問題も、

実は単に子育てという人生のある分節だけを切り取って、これは子育てですよというふう

な定義の仕方だけじゃなくて、全生涯を幅広いレンジでとらえながら、もういっぺん、い

ろんな人生の分節を再編していくというか。そういう取り組みのなかから、死生観として

の子育てというキーワードが見えてくるのではないかなということを思っています。

地域で「働くこと」と学ぶ意味

もう一つの、今日来ている方は若い方が多いので、こっちのほうが関心あると思います

が、働く意味を学ぶということをやっています。さっき言った、鹿典院というお寺なんで

すけども、あのお寺は、申しあげたように若い人たちが大変集まる溜まり場でして、そこ

には多くは20代後半から 30代の人たちが集まってきていますが、私がたまたまこのお寺

をつくったとき、ちょうど就職氷河期真っ只中で、以来ごく 1、2年例外はありましたが、

ほとんど若い人たちは就職難民というかたちで大きな雇用不安に落とし込まれている。そ

のときにあらためて、皆さんもそうだと思いますが、今の若い人たちは、恐らく日本の戦

後史において、若い人たちが初めて哲学的に働くということはどういうことだ、というの

を考え始めた人たちではないかというふうに思ったりするんです。給料がいくらだとか、

待遇がどうだとか、条件はどうだとかっていう、そういうこともあるんですが、それ以上

になぜ働くのか、人はなぜ生きるのかといったこと、就労とかいうことを、一つ自分の課

題にしながら、考え始めた人たちだなというのを、ずっと 3万人の若者と付き合っていて、

私は感じています。さまざまなワークとかですね、セミナーを開いたり。雇用啓発とかで

すね、雇用支援とか。なんでお寺が雇用支援せなあかんねんと思うんですが、そういうと

ころまで足を踏み込みながら、一緒に働く意味を考えていきたいので。ただ僕は、だから

今の雇用環境をなんとかしなきゃいけない、それはそれでなんとかしなきゃいけないんで

すが、それだけじゃなくて、今の若い人たちが、戦後世代から、いったん断ち切られた自

分の人生の行方を、もういっぺん自分たちで再生していこうという試みに大変関心を寄せ

ていて、その 1つが地域参加ですね。モデルがないっていうのは、つまり先行モデルがな

いということです。地域参加で自立しようという若者が出てきたのは、恐らく初めてじゃ

ないですか、今。僕が 10年前にやっているときには、 NPO法が 1998年にできて、 NPO

があって、コミュニティビジネスっていいだして、最近は社会企業とかっていうんですけ

ども、この事業スタイルに共通しているのは、まず1つは前の世代におもねらないという

ことですね。今までの拡大再生産型の日本型ビジネスモデルにおもねらない。逆に地域に

おける公正性とか、幸せとか希望とか、極めて抽象的なことですが、こういったことを自
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分が'働〈というととと1宜ね合わせながb、考えようとした人たちです.そういう意味でい

う在、僕は80代の友人た〈さんいるんですが、この人たちがこれから岡本の担金金、少

しずつ震えてい〈ん巴キないかという期待も恩qているわ防です.首いたいこkは、備〈

というととに、そういう価値が閥bれるようになって嘗たというととです.書q曹人聞は

いかに死ぬのかということの、生そのものを闘うんだ唱で宮いましたが、重苦い人たちから

すると、死の閑量置はあ*り1:::'も遣すぎるので、逆にいうe、.くということを通して、自

分の生曹奇道をとらえ鎗め畠.

この今宮うた=つの事例S宜、対象も内容も全然違うんですが、共渇するのは本たちがな

んのために学ぶのかkいうこl:t:閑うているk思うんです.怠たちはなんのため伝学ぶの

油、資格がほしいから車、車鍵盤奮がほしいから.zkのステージ上がるための遥行手形が

ほしいから、忽たちは学ぶの#、ではな〈て、これまで日本の学習シ見テムが闘うてきた

組織左揖効率左か静価kか、そうもW たものじゃな〈て、個人一人一人がE丹生きるのか

ということを、聞い置すたのに自ら学んでいく.ここにはですから先生陪いないんです.

穂傷者はいますけどお.電量えて〈れる先生はいないんです.だから;b'!Jキ旦ヲムもない.

学~ラ者が主体にならざるを得なb、.そこから立ち起こうてい〈、自分の人生の生き直

し.革主は、生者IIU..?てキーワードだなk恩qているんですが、そのこ1!1!、そのあk後

半お話をする子育ての音量喧ていうのは、どとかで符合してい畠というふうに恩喧ているん

です.これはお守でやうているような、アートヲータの置置なんですが、たkえば箱路線訟

をやqていたり、自分の出会qたグ'!J-フ、悲しみを、あて先のない手紙1:::'書いて、それ

をtまとけ穫の前の浄書~?ていうんですが、紛らかな火にくべて、相自歯車させるということ.

悲しみを焼曹切るという仏畿の法寮があるんです.それをアーテイストと一部にやq た写

真です.何が省いたいかkいうk、つまり与えられたテキストが、与えられた点目キ畠ヲ

ムt師、そして与えられた最終的なゴールがあるんじキな〈て、人と人が出会うことと車、

異なるものと倒会うとととか、自に見えないものとつながると曲、あるいは儲みを適して

成長するとか.悲しみ金共有しながら、人は

つながqてい〈とか唱ていう、1!?ちかqて

いうと追いやられてきたものを、もうい?~

んステージに取り戻して、意たちの学びのか

たちを奇書検えていこうkいうこl:t:、活動

~遇してやqて宮たわけです.

おkなも育つ『相互怯lを保健する
'-' 

今去で絡したのが、さ?き首-:.1t事l書、引いて舗をし議した. っとカメヲを、

もうちょ....t正置に近付けていq て、寄りの穏をしたいと思います.今申しあげたように、
思は幼児縁宵の、最前線にいるkいq てもいいk思います.幼稚園の園長在して、今、幼

穆闘犬援なんです.ご存巴かどうかわかり京せんが、幼保一元化という、百年，~-回の大
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転換期を今迎えておりまして、あれほど連日のように、新聞紙上に幼稚園・保育園なんで

いう呼称が飛び交うのは、いいのか悪いのか、極めてまれなことだと思うんです。ただそ

れは、たぶん子育てとか教育とかっていうことよりも、むしろ社会保障として書かれてい

るんですね。あるいは労働政策といいますか。これからの働き手、担い手を、いかに社会

的に保障していくのかということが、この政策の根幹にあるんであって、子育てはいかに

あるべきなのかとか、幼児教育はどうあるべきなのかというような議論を、国会でしてる

わけでは全然ないので、そこは誤解のないようにしてほしいのです。いろんなことがいわ

れていますが、少子良育、少なく生んで賢く育てるという志向が、ますます強くなるだろ

うと。簡単にいうと、やっぱり教育の市場化っていうのは、ますます促進されざるを得な

いだろうなと思っているんです。これはもう、非常に冷たくそう言い切って間違いないと

思います。少なく生んで良く育てるというような志向性が高まっていくと、少しでも良い

教育をさせたいという親の熱意が、どんどん増幅していく。それが決してわが子にとって

いいこと、良い結果を生むかどうかはわからないんですが、そういう膨らみ方、欲求に対

して応えていくのは、消費至上主義なんです。現場に行かれたらわかりますが、幼稚園の

みならず、たくさんの塾があります。最近はインターナショナル・スクールっていうのが、

はやっているんです。保育園、 0歳 1歳からネイティブの外国人教師のところに入れて、

一番にグッド・モーニングですからo おはようございます、と言う前にグッド・モーニン

グで育てるんですねロおはしを使う前にナイフとフォークですね。それこそ都心部の塾な

んかをやっている、そういうところにかなり人気なので、たくさんの親子が行ったりして

いるんですが、いったい子どもを育てるっていうことは何なのか。親の自己実現を達成す

るためのものなのか。あるいは、非常に高度な投資なのか。こういうことよくいわれます

よね。子どもに投資をする。そういうかたちを受けて、幼児教育にまつわる、子育て市場っ

ていっていいかもしれませんが、子育て市場というのが活性化していく。今回の幼保一元

化を、あるいは今やっている子ども手当ても、同じような構造があるわけなんですロ

僕はやっぱりなぜ子育てを、子育てという、子どもの成長のみをうながす営みとして考

えるのかと思うんですね。非常に子育てに対する見方が一元的ですね。そういう一元的な、

一方的な子育ての押し付けというもののなかで、私たちは子育ての持っている可能性を、

むしろ大きく取りこぼしているんじゃないか、見逃してしまっているんじゃないかという

ことを、つくづく感じます。子どもだけが子育てされているのではない。われわれおとな

も、子どもから多くのことを学ぶ。おとなが親として成熟することが、すなわちこの子育

てというものの相互性。互いに育ち育てられるという相互性を保障していくのであって、

そこにおとなが、親が、人間として、子育てを通して成熟していくという視点がない限り、

子育ては徹底的に市場のほうへ持ち込まれていくという感じがします。だから幼稚園とか

保育園っていうのはなんなのかというと、この二者関係を、保障することだとも思ってい

ます。この二つの円の真ん中にあるのは幼稚園、保育園だと思うんです。実際そう思うん

ですが、現場でどうなっているかというと、なかなか難しい、そう簡単にいかないという
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感じもあります。いろんなことをやっていまして、これは臆典院でやった子どもシティと

いう、まちづくりの、おとなと子どもでやっていくワークなんです。街にはいろんな仕事

があるよね、いろんな職業があるよね、市長さんは君だよね、とかね。君、市会議員だよ

とか言いながら、小学校の中学年から高学年ぐらいの子どもたちと一緒に、おとながわい

わいやっていくんです。そういうダンボールでつくった街を通して、公益とは何かとか、

公正とは何かとか、正義とは何かとか、そんなことを親は語らないんですよ、そういった

ことを、やっぱり分かちあうんですね。ときには我慢せなあかんねんな、とかね。ときに

は人に譲らなあかんねんな、というようなことを、こういうワ}クを通じながら学んでい

く。これは子どもだけではないんですよ。おとなが、リーダーとか、ファシリテーターで

入っているんですけれども、子どもからたくさんのことを教えてもらう。

これは人が写っていませんけども、ケイスケ展といいまして、ケイスケっていうのは名

前ですけども、小児がんで亡くなった子どもさんがいます。その子どもさんの末期のあい

だ、ずっとベッドサイドに通い続けたアーテイストがいるんですが、そのアーテイストと

ともに、ケイスケが好きだった写真や絵を、親御さんと一緒にっくりあげていく。これは

遺作展でもあるんですが、亡くなったのちも、その子どもから私たち、親や、あるいは私

たち、これにかかわったおとなたちが、多くのことをケイスケから教えられていく。こう

いうふうに、子育てっていうのは、一方的にプレゼンターがいてプレゼントを、一方的に

ギブするということではないロ私たちは相互に関係を往還させている。そういう呼吸運動

が、子育てにとても大事なんじゃないかというふうに思います。柏木恵子さんっていう方

が、本のなかで、親となることの成長発達という話をしていて、そうだなと思うんです。

さっき冒頭で申しあげた、さりげないけど、大切なことつであるよねっていうことは、実

は言葉にすると、こういうことなんじゃないかと。親となることによって、おとなはどの

ように成長発達していくのか。すごく物事が、考えるのが柔軟になったとか、相手を受け

入れやすくなったとか。運命とか信仰もあります。僕は一番注目しているのは、自己抑制

です。自己抑制というのは、現代人にとってもっとも大切なことだと思います。こういっ

た人聞が成長していく機会としての子育ていうものを、どういうふうにポジティブにとら

えていくのか。あるいはそういう場をどういうふうに提供していくのかというのが、今と

ても大切なことなんじゃないかと思うんです。ソーシヤノレ・キャヒ。タルなんて言葉よくい

います。私たちの人聞社会っていうのは、決して目に見える資本だけで動いているわけで

はないです。高速道路があって、ビルがあってショッピングセンターがあったら、街は幸

せなんじゃないじゃないですか。人と人がどのように、お互いに思い合うのかロそしてど

こかで我慢したり、譲り合ったりしながら、互いをサポートしていくのかという、そうい

う考え方の根幹になる関係性の原資として、私は子育てというのは、ものすごく大きな魅

力を持っていると思うんです。その魅力が充分に社会に届けられてない。

「子育ち」ができる環境~r他者」とのかかわり合い

幼稚園の園長先生としてもう一個言っておくと、「子育て」と「子育ち」っていうもの
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でパッティングつであるんです。これはよくいわれていることなんですが、子育てってい

うのは、基本的に誰がっていうと、おとなが子育てするんです。ということは、子どもは

一方的に受身である、受容される存在であると，思っていますが、そうじゃないですよね。

皆さんもたぶん、記憶はないかもしれませんが、自分でいろんなことを選んだり、自分で

拒否したり、自分で立ち上がっていくという、人聞はそもそも原始の段階から自ら学ぶ存

在である。その自らが学ぶということの、子育ちというものを、もっと保障せないかんの

ではないかという議論があると思うんです。子育て過剰論のなかには、こういった子育ち

の可能性とか、子育ちの萌芽っていうものを、摘み取ってしまう。そしてそれを、先回り

先回りすることによって、でき上がった子育てのシステムに乗せてしまうという弊害は、

これは幼稚園の現場のなかでもないとはいえません。いろんな意味で、私たち考えなきゃ

いけないところだなというふうに，思っています。むしろその集団社会のなかで、非常に多

様なかかわりを通して、子どもが自ら子育ちしていくような環境をどうつくっていくの

かっていうのが、うちのパドマ幼稚園のこういう教育のメソッドの、時聞がないのであま

り詳しく説明しませんが、頭も心も体も、全面的に発達していくための総合幼児教育を推

進しています。モデルは簡単にいうと、僧堂の教育です。僧堂教育、お坊さんの僧に堂内

の堂です。僧堂教育っていうのは、いっぺん皆さん調べてみたら面白いと思うんですが、

集団生活なんですよ。一定の規律があるんです。そして全体的に暗黙知といいますか、ほ

とんど意味のわからないことをやっているんです。修行って僕もやりましたが、あんまり

意味わからない。近代的ないう意味っていうのはわからない。わからないけど、それが自

分のなかにどんどん、どんどんにじみ込んでいく。だから非常に身体的な知だと思います

が。近代的な意味での学びの、学びの下ごしらえといったのは、内田樹さんですけど、そ

れを下ごしらえしていくような、そういう教育だっていうふうに私たちは思っています。

言いたいことは、子どもの主体性は教えられて身に付くものではないということです。子

どもが自ら、周りの環境とかかわりながら、自ら、自分から獲得していくものであって、

そのための環境づくりとして、私たちは課題が必要だと思っているんです。場が必要だと

思っている。

それから共同、コラボレーションも必要です。そしてそのあと共感とか共鳴、共体験と

か、その一番土台になっているのは、お寺でやっている幼稚園なので、やっぱり大きなも

のとのつながりなんですね。仏教教育の指標は、そこにあると思います。自分のカで生き

ているんじゃない、大きなものに生かされている。畏敬の念なんて、よくいいますけれど

も、自ら育つということを担保していくというか、自ら育つっていうのは、自力主義では

ないんです。自ら生きるということを担保する旅という、大きなほとけの叡智がある、そ

ういうふうに仏教では考えます。大乗仏教というのは、お釈迦様の仏教とずいぶん違うん

です。お釈迦様の仏教というのは、基本的には個人の悟りとか解脱っていうことを追求し

ていくわけで、基本的にそれ以外のことに、あまり関心ないですね。社会がどうあるか、

関心が薄いんですよ。だから世俗とはかかわらないといった、極めて内省的な教えがお釈
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迦様の仏教ですが、大乗仏教が興ると、仏教は極めて社会的な教えになります。一言でい

うと、他者というものを発見する。お釈迦様の仏教では、他者というより、徹底的に自己、

自己洞察なんです。自己だけを追求していくんですが、当然それは、中固とか東アジアへ

流れてきた仏教の変遷と関係があると思うんですが、自己と他者とのかかわりのなかで、

私たちは生かされている。その関係性において、私もあなたも相互に生かされている。こ

れは縁起説っていうのが根本に来ているんですが、そういう他者像というものを獲得して

います。つまり自分は他者なくして、自分であり得ないってことです。そうですよね。鏡

見ながら、自分は自分だと思っている人いないでしょう。友だちと会って話すから、自分

は自分だと思うんでしょう。鏡だけの世界で、自分は誰だと、自己定義できないですよ。

そういうふうにして、鏡の向こう側にある世界とか社会っていうものを見抜こうとしたの

が、大乗仏教の、僕は大変な大発見だと思っているんです。

宮沢賢治は、大変熱心な仏教徒です。彼は『法華経』の、非常に熱心な信者ですが、彼

が有名な言葉を残しています。世界全体が幸せでない限り、個人の幸せなどあり得ない。

世界全体が幸せでない限り、個人の幸せはあり得ない、と彼がそういっているのは、まさ

に大乗仏教の教えそのものなんです。お釈迦様は、個人の苦、個人の問題ということをずっ

と追求した人ですが、大乗仏教はそれを世界の苦だというふうに転換をさせた。個人の苦

を、個人の責任として、子育てをその当事者の家族の問題として背負い込むんじゃなくて、

その個人苦を世界全体が見逃せない、自分も同じ共有する苦だと、そこを背負いながら、

あなたの痛みは私の痛みである、あなたが救われるならば私も救われるという、そういう

教義を打ち立てたというのは、大乗仏教の偉いところなんです。だから慈悲行なんて、慈

悲っていうのは、皆さん、たぶん誤解していると思いますが、仏様が何か清らかにいらっ

しゃって、下々に対して恵んで下さるんじゃないんですよ。やはり自己と他者が切り離せ

ない。自他不三と書いてあるのは、自己と他者を切り離さない。この三つはつながってい

る。そのつながりのなかで、それぞれが、相互に作用しながら互いを生かし合うというの

が、この大乗仏教の教えの根本です。言い換えれば、小さきものを自己に引き当てて生き

直す。これは僕の言葉です。小さきものっていうのは子どもです。子どもをおとなという

自己に引き当てて生き置すということが、大乗仏教でいっている慈悲論です。ですからお

となという権力者、おとなという有力者が、何も知らない無知な子どもたちに、何かを恵

んであげるという考え方ではないということです。ここは間違ってはいけないとこだと

思っています。今日僕らの住んでいる社会というのは、何ごとも利害とか損得で全部囲い

込まれているわけです。逆にいうと、関係ないやつは全部切り捨てるわけですロ親子関係

もそれと似ていませんか。うちの子だけ、うちの子だけっていうふうに囲い込んでいく。

幼稚園も実は、そういう面があるんですよ。うちの幼稚園は、というふうに固い込んでい

く。そのなかで子どもは、さっき言ったように小さな消費者としてしつけられていく。あ

るいは未来の投資の対象になったりしていくという現実もあると思うんです。子どもが本

来持っている他者性、子どもが私たちに何かを気付かせてくれる、子どもが私たちの何か
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を揺さぶってくれる、そういうものに対する積極的な評価というのは、今なかなかできに

くい。親だけではなくて、おとな全体が、今考えなくてはならないことじゃないかな、と

思っています。

おとなの「生き直し」としての子育て

最後にまちづくりの話をして終わりたいと思います。今最近、僕はまちづくりのことに

いろいろかかわっていて、上町台地っていうんですが、大阪の都心にあるですね、四天王

寺とか大阪城とか、いろんな歴史的な建物があったりして、文教地区といわれているとこ

ろなんですね。お寺があったり、病院があったり、学校があったり、都心居住では大変人

気のあるところで、もうマンションばんばん建つんです。そういうのって全部不動産のチ

ラシになっちゃうんですよねロあこがれの都心居住とかいってね。ホスピタリティがどう

のこうのとかね。ううん、なんか違うんちゃうかなと思っていて。つまり、私らが住んで

いる街っていうのは、なんで子どもがおんねんっていうことを考えなあかんのちゃうと思

うんですね。子どもって今完全に忌避されていますから。うちの幼稚園でもクレ}ムいっ

ぱいあるわけですよ。それは親御さんじゃなくて、隣のマンションからいっぱいあるわけ

です。子どもが太鼓の練習をしたら、うるさい。電車のなかで、子どもがいた母親が降り

るときに、そこにおったおっちゃんが、おまえら殺すぞって言ったと、新聞の投書欄で見

たことがありますロ子どもがいるっていうことが許せない。非常に不寛容な社会に、今なっ

ています。にもかかわらず、うちの幼稚園は都心のど真ん中にあるんですが、なんで都会

の真ん中に子どもがおるの、こんなに、っていうことを、もういっぺん私たちは読み直さ

ないかんと思うんですよね。それ学校ゃからじゃなくて。なんでここに子どもがいるの。

それはそこに来ている親御さんだけではなくて、地域社会全体が、一度考えないかんこと

ではないか。家族が、子どもと共に生きるって、どういうことなんですかとか。もっとい

えば、地域社会が幸福になっていくとはどういうことですか、というようなことを、街の

なかでやっぱり議論をしていく必要があるんじゃないかと思うんです。まちづくりはそん

な悠長なことはいっておられなくて、いろんな安全の問題とかあるから、優先順位は確か

に高くはないんだけど、この上町台地はある意味ではゆとりのある街なので、こういう街

にこそ、僕はそういう、生老病死といいますが、いのちについての課題を考えるきっかけ

にしたいと，思っています。

ローカリティのカがすごく弱まっていると思います。なんでもかんでもグローパルに、

丸め込まれ、飲み込まれている。市場っていうのはグローパルに動いていくわけですけど。

そのなかでローカルな声をもっと無数に出していくことによって、かろうじてそういうグ

ローパルなものと緊張関係を持っていくというか。グローパルつてなかなか凌駕すること

は難しいかもしれないけども、そういう一つの大事な架け橋が、私は子育てということに

もつながればというふうに思っています。ですから繰り返しますが、子どもの、子育ての

ことを、家族問題だとか教育問題だとか、社会保障だとか、そういうカテゴリに閉じ込め
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ない。どうやって、引いて引いて、引いて見ていくのかということと、引きっぱなしになっ

て、なんか他人事になっちゃ困るんで、それを逆にもういっぺん寄り戻していくときに、

子育ての価値っていうものが見えてくるんじゃないかなと思います。おとなが人聞として

生き直すための、営みとしての学びとは何なのか。学校システムっていうのは、基本的に

成長していくことを教えているわけ。成長原理です。でもその学校システムでは教えられ

ないことがあります。人聞はときに諦めなあかんねんとかね。諦めることは、学校で教え

てくれないじゃないですか。夢は叶うっていうふうにいうわけじゃないですか。しかしと

きには運命に逆らわずに、受容していくとかね。我慢に我慢を重ねるとか。子育てって、

基本的に我慢ですから。ボタン押したらこうなるってものじゃないので。そういったもう

一つの学びというものを、子育ていうのは私たちに伝えてくれるんじゃないかと。もっと

言えば、それを学びとして受け止められるような地域社会というものをつくっていかない

と、生き直しとしての子育ては、空文句に終わってしまうというふうに思っています。取

りあえず、これで終わらせていただきます。ありがとうございました。

梅田美代子さん(京都造形芸術大学芸術教育研究センター畏)

梅田と申します。よろしくお願いします。「こども芸術大学」の活動紹介をさせていた

だきます。

こども芸術大学が開学する少し前のお話からさせていただきたいと思いますロ1977年に

北白J11の瓜生山に現京都造形芸術大学の前身である京都芸術短期大学が「聞かれた大学」

を掲げて開学しました。そして「児童図書館ピッコリー」が大学図書館に併設してつくら

れました。この「児童図書館ピッコリー」は新しい人間関係の共生の場づくりを指向する、

また、地域社会との接点を持って、地域に根ざした場として開設をしようということでし

た。それは子どもたちが自由にその場所に出入りできる場であり、そこに子育てをするお

母さんが自由に来て、図書館機能を持ちながら、地域との関わりを深めてきた場所ですロ

ピッコリーはその後初年以上、今も存続していますが、野外サークル、キャンプ、おは

なし会、工作会や、トットクラブなど、地域の子ども、子育て中のお母さんたちを対象に

した交流の場であり、気づきの場として活動を展開してきました。その聞に京都芸術短期

大学から京都造形芸術大学へ改組転換しましたが、現在まで児童図書館ピッコリーの活動

は開設当時の方針のままに、地域に根ざした場になっています。ヒ。ツコリーの活動をベー

スにしてこども芸術大学の構想が生まれました。ですからこの児童図書館ピッコリーが、

こども芸術大学の種のようなものではないかと思っています。皆さんのお手元にお配りし

ているパンフレットの中に、 2002年に『母なる大地を求めて』という、徳山理事長の熱い

思いが語られています。そして、この想いがこども芸術大学の開学につながっていきます。

先ほど矢野先生は、お若い頃にピッコリーでボランティアのお手伝いをしてくださってい

たというお話をうかがって、ご縁を感じました。

今回は「子育ての危機に迫る」というテーマですが、近頃子どもたちがかかわる悲しい
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事件や急にキレる子どもたちのことがテレビのニュースや新聞紙面を賑わしています。ま

た子どもの遊びの環境も変化してきています。核家族が増え、子育てのなかで母親は孤独

感を感じているようです。このように様々なことが子どもの周りで起こっています。そう

いう状況のなかで、芸術大学の役割を聞いました。

ひとり一人の心のなかに生命を慈しみ、人を思う温かく育む気持ちが芽生えるようにと

の願いのもと、 2005年にこども芸術大学はそれらを使命として開設しました。京都造形芸

術大学は、芸術系の大学です。こども芸術大学は大学附置機関として京都造形芸術大学の

キャンパスの中にあります。京都造形芸術大学は通学部と通信教育があります。 18歳から

の若い通学部の学生と、社会人を含む広い年齢層を対象にした通信教育部があり芸術教育

を行なっています。そしてそこに幼児教育が加わりました。こども芸術大学ができたこと

で、幼児から社会人に至るまでの、一連の軸をなす芸術教育がはじまりましたロ

こども芸術大学の教育の考え方

こども芸術大学は、自然と芸術を謡っています。よく芸術系の大学なので、芸術の英才

教育をしているんですかとか、山でのサパイパル教室や野外教室をしているんですかとか

聞かれます。けれどここでは、ごく当たり前の生活を一つずつ大切に、日々感動や発見を

繰り返しながら保育をしています。教育目標に挙げている「感じる力」、「工夫するカ」、「伝

える力」を養いながら、ともに生きていく基礎を子どもたちゃお母さんたちと一緒に築く

場になればと活動を続けています。東山のちょうど銀閣寺から少し北に上がったところの

瓜生山の麓にこども芸術大学はあります。その立地の自然を生かした活動や芸術大学なの

でその芸術をリソースとして保育をしています。

こども芸術大学は、子どもだけではなく、お母さんも一緒に通っています。たまにはお

父さんも来られます。 3歳から小学校に上がる前までの子どもたちが対象ですが、年少、

年中、年長といったクラス分けをしない混合保育をしています。お母さんが共に通って来

られるので、当然生まれたばかりの赤ちゃんや1歳、2歳の弟や妹も一緒に通って来ます。

弟や妹、お父さん、お母さん、お腹が大きくてお母さんが通って来られない場合は、おじ

いちゃんやおばあちゃんが来られることもあります。子どもは長期間休むと次に登校した

とき、なかなか遊びの輸の中に入れないことがあるので、おじいちゃん、おばあちゃんに

連れて来てもらっています。そして、お母さんたちはおじいちゃんやおばあちゃんから子

育てのことや生活の知恵などを教わることもあります。昔の地域で子育てをしているよう

な場になっていると思います。もう一つは、大学のキャンパス内にあるので、学生も当然

いますし、海外からのアーテイストがこども芸術大学を訪れることもあります。様々なお

となたちとの出会いの中で子どもたちは生活をしています。子どもだけを隔離した世界で

はなく、社会と同じ構成の中で子どもが育っています。また、スタッフも芸術教育士とい

う呼び方をしています。保育士や幼稚園教諭の経歴をもった者もいますが、保育関係では

ない経歴のスタッフもいます。彼らはお母さんと子どもたちをつなぐファシリテーターと
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しての役割を担qています.こども芸術大学では芸術数宵土の役削除重要なポジションで

す.子どもたちの成長を育む日kの活動を組み立てます.1主たお母さんたちが考えた子ど

もとの活鋤をサポートしたり、鎮の子育ての悩みに寄り添ったり、気づかない子1!もの様

子をお母さんたちに伝えたりします.

こど色芸術大学の-1'1

一日の総れ.t立、 91曹にお母さん

左手1!もが霊校してきます.年少

児のお母さんは基本的に毎日登

校し、子どもの4様子をじうくりと

かかわり、見て欲しいと思ってい

ます.子どもを見るということは

以外に緩しくて、お母さんたらに

『子1!もをよ〈見てお、よく見て

おJ?て伝えても『見る』ってど

ういうことなのかが、なかなか伝

わらないことがあります.それで

も毎日子どもとー絡に活動し、触

れ合っていくこkで子どもを知

ることが守きるようになってき

ます.そして子どもからいろいろ

な気づきも得られるようになり

ます.そして、お母さんたちは

11""に子どもを見るというとと
がどういうこkなのかを理解し

て〈ださるようになります.
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こrも裳術大学では、『瓜生山日記J~名付けていますが、朝塁綾したkきに、その日

の子どもの様子や体調、お母さんの気持ち、母の目標などを書いてもらq ています.帰り

にも、その日の罰雪国自とその日の出来事を書いてもらっています.そこには子どもの成長を

喜ぶ言葉や意見の気づき、子育て中の績の葛.などが書かれています.3年聞の貴重な子育

て日記です.

こ1!も芸術大学では「遊びと学びの時間』、『対話の時間J、「創作の時間J、「気づきの時

間」などを設定しています。順番にご紹介させていただきます.

遊びと学びの時開

「遊び1:.$ぴの時間Jは、繍9時に子1!もとお母さんが墨校して来ますが、書量技してす
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ぐに活動が始まるのではな〈、親も子も1日の活動の前にウ*ーミングアップずる時間で

す.それぞれの子どもの事院予が見える時聞です.子どらひとり一人が、自分の興味のある

ことを遊びで展開したり、お母さんkー章者に山の剣に出掛けたりし志す.調子がゆったり

と過ごし、子ども同士で自由に遊ぶ時間です.子どもが納得するまで遊Aたり、ゆっくり

旗手で過ごせた問主、次の活動が落ち着き、いい家囲気で行なうことができます.r遊び
と学びの時間』は親にとっても子どもにとっても、大切な時間だと思います.

時にはけんかをするとともあります.けんかをするとともひとつのロミ且ニターシ圏シ

だと考えています.自分の恩いのた付を吐き出すこ~で、自分の感情が芽生え、成長につ

ながっていくよう1::.思っています。ですから余還のけんかの場合は貌やスタッフが中区入

りますが、殆ど子どもたちが子ども同士で解決するようにスタyフもお母さんも見守って

います.

こど色芸術大学には親がいます。全員書面わないにしても、スタッフやお母さん、とかな

りの数のおとながいます.時には学生も活動に入る扱合もありますので、官置かが子どもの

様子を見ている状況にあります.その子1!もの脊ちを見てそれぞれ，が様荷なこ左右E考え、

気づきを得る時間でもあります.

この写真は、大きなお腹のお母さんを囲む子

1!もたちです.お母さんのお:.8US固に固に大き

くなっていくのを子どもは見ています.お僻さ

んからお111の赤色ゃんのこ~を闘いたりする

と、これ、縄腕ぴの縄ですが、子ども同士でお

腕のととろに当てて、"の緒ご号とを隊じめた

りします.今は一人っ子が多いk思いますが、

こども芸術大学にいると本当に少子化なのだろうかと思うほど、 2入車んでしんどかった

けどもう 1人欲しいと言うお母さんもいます.一人で育てているのではなくて、みんなで

子rもを脊てている kいう震撹に~るからでしょう曲、

今年は下の子がたくさんいます.下の子がいると年少児もお節ちゃんやお兄ちゃんのよ

うな援る舞いをし、子どもなりの優し容が葬生えてきます.おるとき、年少さん、年中さ

んのけんかの時に、年長が少し苦闘って入ってきて、

『なんでそんな惑いことしたんや』、とか、r，J、ちゃ
いし分からへんから、もう許したりJ、とか子ども

ながらに仲義をして解決する姿が見られます.ス

タyフやお父さんお母さんが、普段言qていると

kを、子rもたちはよ〈闘いていたり、見ていた
り、それを真似ながら育っていると実感します.
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これは~1覧会の様子です.ちqちゃなお茶人

と書いていますが、人にお茶を擦る舞うことを

.わった年長の子が、'*た下の子にこういうふ

うふうに真似て被えています.

これは『創作の時間』で作った、ので遊んでい

ます.r創作の時開』は作る過程やその後の展開
も大事に考えています.作り終えたら終わりでは

ないんです.作qた後に子どもたちの手で遣う形

で遊びI~展開していくととが多k見られます.と

れは、ダンボールにa舎を翁いた時のものですが、
しばらく活動ルームに置いてお〈と、子どちたち

が引っ張り出して、いろんな量産びを展開して<tl.

'*す.

とど"b芸術大学は、既製のおもちゃを殆ど置いていません.子どもたもは工夫するカを

縛っていて、日鎗的に山へ行っていろんなものを見つ妙てきます.それを材料に自分でエ

夫して遊ぶこともできるようになってきています.子どもは遊びの天才だなといつも思い

ます.爾が降ったら締屋の中で遊びましようというのはおとなの宛恕だと思うんです.子

どもは、爾が降っていても外でこの写真のように水が溜まっているところを見たら遊びた

対話の時閥

いと思うんです.山の技を拾ってきて、ス

タyフt己免唱と紙で作ってもらqて、雨の中

で魚釣りをはじめたりします園また竹の

111ったものを見つけると、つないでグムを

作ったりしはじめます.そして一人では出

来ないこkもカを合わせて作り上げる面白

さを体験していきます.遊びの申で、だん

だん子1!もなりの社会を鈍いていくように

思います.

次に、「対話の時間』です.子ども中心の保育です.ここでもやはり「舗じるカ」や『工

夫するカ」、「伝えるカ』を育むための活動をしています.基本的にはお母さんも活動に入

ります.
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これは山で摘んできた、よもぎ団子を子どもた

ちとー絡に作っている写真です.山で摘んできた

ものや、知やベランダで育てたものなどがおやつ

になるとともあります.お誕生会にはケーキや

クッキーも作ります.子どもはお母さんが自分た

ちのために作ってくれているこkをよ〈見て、豊島

の思いを感cているようです.
これはお健生会です.td健生会は傷月行い奮すが、

4月初めのお誕生会は入学したての年少児は困るよう

です.子どもから11盆月の子どもたちへプレゼントを

贈りますが、その予のことを知らないとなかなかプレ

ゼントが作れないようです.プレゼントはその人のこ

~を思いながら作る kいうこ~なんでしょうね. 

これは、お母さんとー絡に活動で使う縄跳びの縄

を作っています.お母さんとの共有の楽しい時間も

その出来上がったものに込められているからで

しょうか、湯治をもって使います.

. _ 

先盆からの写真では子どもは勿青島ですが、お母さんの表情が生き生きとしているのがお

分かりだと恩L、玄す.入学した 1年冒は親も硬〈て、なかな地報量自の中に飛び込めない.

ちょっと様子を見ているような感じがあります.少し時聞が経って次第に慣れてくると、

今度は子育ての悩みがいろいろ出てきます.そんな時‘同じ場所にいるお母さん同士が悩

みを共有したり、想いの違いでぶつかったりを繰り返しながら、だんだん自分を解放でき

るようになってきます.そしてお母さん同士の償額関係が生まれてき志す.表情も変化し

てきます.その頃には自分の子どもだけではなく、他所の子どももみんな自分の子どもの

ように思えてくるよう守す.

これはお母さんの騰でいす取りグームを

しています.勝1::::座っているのは、それぞれ

自分の子どもではないんです..子が入れ事事

V~ているんですが、このような先乗はよ〈

見られます.お母さんに叱られた子どもが他

所のお母さんのおE療に行って、気持ちを務ち

つけていたり、他所のお倍さんから褒めても

らったり、叱られたりということが自然に行

なわれ、みんなで育てているという感乙です.
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これは、山の上の畑に土を運んでいる写真です.瓜生山隠そんなに高い山ではないので

すが、それでも、土を進ぶのはおとなでも楽ではありません.そして山の上の土は、本当

に作物が脊つ畑になるのだろうかk恩うような荒地でした.水道もあり哀せん.でも、そ

ういうところに畑を作る意味があると、この山の」ニに畑を作りました.畑で作物を育てる

ことだけが学びではありません.作物を育てるためには水を遷Fまないといけないとか、土

を量Eぽないといけないことなどを子どもたちは自然に覚えていきます.山の畑11:土を持っ

て行ったら、きq とお苧がたくさん収穫できるだろうとか、水をあげないとかわいそうと

か、想像しながらエ突をし、行動する.建物の側に~

れ，ば俊幸11で楽ですが山の上に作った理由はここiとあ

ります.もうひとつあります.畑へ行くまでの山道で

いろいろ寄寄り道をしながらいろんなものに出会い、指

見があるからです。寄り道は子ど色た色にた〈さんの

学びをくれます.瓜生山には刻ができる前からととに

緩んでいる動物がい玄す.その動物たらも作物が育つ

のを待っています.せっかく作ったものも、金傷お君臨

さんに食べられたということもおります.でも、収穫

できた止さはジ干ガイモをお.さんに色分付てあげ

ようと全線収獲しないで、畑に残しておいてあげよう

と子rもたちから鑑祭します.子1!もたちにはお猿さ
んや山11:"む隼きものも仲間なんですね.

創作の時間

~に r:Atl作の時間」です.芸術系の大学なので、どうしても創作の時間と聞くと芸術の

英才数背をしているように恩われるととが多い?久造形活動をしながら、艇は子どもの

貝身、感じ方、他者を理解するための方法なEを身につげていきます.子1!もたちF湖q作

の時間で出会う芸術家の柔飲なものの考え方や作品の取り組み方1;:興味を示します.そし

て、遊びのなかで工夫するヒシトをもらうようです.工夫するカや感じるカ、伝えるカを

身につ11るひkつの方法だと考えて

います。そういう怠味に縫いては芸術

という方法を周いて保育をしていま

す.子どもと一緒iとものづくりをする

ととで、豊臣が気づくとともたくさん...，

ります.

鏡子守=ミ且=ケーシEンを取り

ながらー絡に創作しています.

お母さんは子どもの話す曾業を側

~ 
~ー--_/-- 〆

一ーーーー哩-<
一-ーー一--...1.，
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にいて閉会上手になり、また子どちの想像力を広げるための上手な声の掛I't方を学んでい

きます.お骨量=さんに寄り添qてもらっていることを感じて子どらの世界が膨らんでいき玄

す.

ここで『創作の時間』で猶かれたものをど紹介します.子ど4ーたちの絵のモチーフの殆

どは日鎗的に体験し、見たこと、感じたことが楢カサもてい玄す.子どもが裏山で過ごした

ときに心が動いたこと、家族でどこかに行ったときのことが槍かれています.

との絵は画面が殆ど白〈溢られています.

)11を裕いた絵です.これは長野に行ったと

きに、川の水面が自くきらきら光っている

ととろを描いたようです.お母さんは白書E

l 溢りだした我が子が何を鎗いているのか、

はじめは分からなかったようです.一緒に

手を動かしながら子どもの昔前Z耳を傾けて

いくうちに、長野の川Iを翁いていたこ~が

分かったようです.この子はこういうとこ

ろを見ていたのか、感じていたのかkいうこkを知る後会になり志す.

~の絵は山で，.じた光の中に、そこで出会った昆虫たちを調書いてい志す.その次は困植

えの絵です.自分たちが田植えをした田んぼをキラキヲした紙を周占。て表現しています.

『創作の時間J後に担当数員を支えて、子どもとの関わりの中で気づいたことや感想

を聞き合い志す.創作することも勿槍大切ですが規にkつての気づきゃ学びがた〈さん官官

まった時間です.この蓄量り返りは重要だと考えています.

回目"，_..，...官官酎圃・・酌量置 もう少し;創作の時聞のご紹介をし去す.これ

一

は、お地蔵様を作るというワークシ冒 yプです.

とのおJti!8さんの腐のよに鼠.の種を官事いて

育てます.毎日:水をやる在、 rん1!んお地捕前さ
んは織れて、ここに芽が生えてきます.育てて

いくと同時に、お絶勝さんは小さ〈なqてい<.

不条理ですね.曾業で

は伝えないですが、子

どもたちにそういったととを感じてもらいました.

これは、大きなモピールを作るkいうワークショァプです.浮
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カを感じるというものです.へ99ムガスで膨らませた風船に継を付けて、その紐の下1::::

山で拾うてきた繋q ぼなどを結びつけ志す.怪かったら飛んでいってしまう...たかった

ら全然縛かばない』という微妙なバランスを貌子で体後し注す.それぞれの調子が作ったも

のを金協つなぐと大きなモピールができます.逆モビールですね.お母さんたちは、振り

返りでバランスをとるということはどういうことなのかを考える織会になうたなどと話

して〈れます.美しく均衡が取れているものだけが美しいのではないこと区気づいたりし

まナ.

これは、音を感じる!7ークショップです.聴く

ということは年少児にはなかなか婚しいですが、

小さなオルゴールを使って行いました.小さなオ

ルゴールの背を聴くために耳を近づI'tる、自分の

ほうから体を合わせてい<.自分がその申に入っ

ていくととによqて閑じ普でも脊の感じ方が変化

する.この写真は、子~もが聡〈こ kを行動で示

しています.~母さんたちは普段、自分の周りにある意愉しないと瞭こえない昔、意織し

過ぎるとうるさ〈感じる昔、騒音t}!.っていた普も出していた入金理解することで眠普で

はな〈なることなr、子1!もの何気ない行動から音をtおして人間関係について考える時
間になりました.

これは、山での『創作の時間Jです.毎日進ぴ

の場にしている山をどれだけ普段見ているかを

知るためのヲータシ圏ッアです.大学で添林につ

いて研究されている先生左一緒に獲山へ出か砂

ました.専門家の先生と山をか〈ことで、子ども

たちの意歯車が変わっていきます.今年除措枯れが

多く、樹木がたくさん枯れているこkも子rもた
らは感じています.遊びながら森を差解していると感じます.山で院自然の業つばや木の

.などの材軍事を使って、$.絵描きや造形遊びをし

ました.

これほ、軍I:.~しています.自分が何かに蕊わ

ることによって、心も変わるということを体験し

ました.お母さんが、ベランダ1::::アグハの幼虫を

持ってとられて、その成長を観察ナるととで、チョ

ウチョが羽化し羽を広げる婆を子Eもたちは見て

います.lIhに蕊身した子除、動きがしな 国戸す門r--ー曹~--・2・・ー
やかになりました.

折り紙で動物園を作るワークシ冒ツプ
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です.大きな総省t折って好きな動物を作ります.折り紙kいうと‘おkなはさらっk折ら

ないといけないと恩qてしまいます.けれど子どもたちは、切ったり貼qたり平気でしま

す.それで最初にこちらが設定したこととは変わうてしまうことになるのですが、お手本

}!おりに作るのではなく、自分でこういう形にしたいという思いの強さみたいなものが、

結果的には生き生きとした形で表現されます.

このVータショップが終わった時に担当の先生から子どもたちへプレゼントがありま

した./1、さなカエルの折り紙です.カエルの中に「元気に育てよJl:、メヲセージが筏か

に書泊サLてい志した.秘密だヮたので、先生はおっしゃらなかったのですが、子どもはふ

とした拍子に見つけました.ある日スタyフがパレスチナの鯵民キ守ンプh研修1;:行〈こ

とを知った子どもたもからパレ~チナの子どもたちに千'1I舗を折るうと、そして、そのと

きに、カエルの折明書量のことを覚えていたのか、折り紙のなかにメyセージを書こうとい

う提耳障が子どもたちから出たそうです.遺〈隠れた逢ったこともない子2ものこkを恩い、

つながることができる子どもたちは鶏敵だk思います.

気づきの時間

こどち芸術大学では、..の援P返りの時間や話し合いの時聞がた〈さんあります.いろ

んな気づきを共有する時間です.その日の子どもの様子や規やスタッフが気づいたことな

どを共有する『一自の振り返りJ.創作の時間後に担当の大学検員を交えての『創作の時

間の援り返り」、年度末にはこの1年子どもと共に過ごして得た鎮の気づきを援り返る『気

づきの時間」などがおり注す.

この写真はこ}!も芸術大学の活動ルームにみんなで丸く円陣を組んで座っています.子

どもたちも閑じように、いろんな場

面で話し合いをしますが、お母さん

たちも子育て中の悩みはた〈さんあ

ります.ときには綱同士の思いの遣

いでぶつかるとともありますが、そ

んな時みんなで丸くなって座って舘

句 をすると、気持もも丸〈なqて和や

かに話し合いができたりします.行

事の内容を決めるときや子どもの聞

でおこqた小さなトラブルのことやカを舎かせて何かをしなければいげないときなど、お

母さん同士がきちんと向き合い、共に量与え、自ら行動して欲しいと思ってい注す.

大学生は興味のない穏でも一応聞いていてくれます‘が、子}!もたちはそうはいき主せん.

興味が費眠かったら、どこかに行って別のことを}まじめますが、凶わるおとなが子どもの前

で縫虚になれば子Eもた色が良いように助砂て〈れることも、学ばせて〈れることも本当

1;:たくさんちりま守.
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こども芸術大学は、みんなが育っています。子どもも育つ、親も育つ、それから先生も

育つ、学生も育つ。みんなで育ち合いをする場になってきたと感じています。まだまだ、

お伝えしたいことやお見せしたい写真はたくさんあります。記録に残している写真の数だ

けこども芸術大学にはドラマがあり、その度に悩んだり喜んだり、そしてそこには親や関

わるおとなの気づきも同じだけあるように思います。

こども芸術大学は関学から 6年になりました。こども芸術大学はまだまだ組織としては

試行錯誤の最中ですが、教育目標の「感じる力Jr工夫する力Jr伝える力」を日々の様々

な活動を繰り返す中で確実に積み重ねられ、関学の理念である私たちの心の中に「母なる

大地」を回復し、生命を慈しみ、人を思う温かい気持ちが親子ひとり一人に芽生えてきて

いるように感じています。

矢野先生から今回のお話をいただいた時になぜ、こども芸術大学は「大学」という名称

になったのか聞かれました。ここは子どもの保育をベースにしながら親やおとなの気づき

の場所でもあるからだと思います。おとなの気づきはそれまで受けてきた教育や環境で培

われたことの中で生まれることが多いと思います。そして気づきの答えはそれぞれが考え、

自らの学びにつなげます。ですから、こども芸術大学は誰かが答えを出す場ではないよう

に思います。親が子どもの成長を願い、そして子どもと共に成長する。京都造形芸術大学

は「芸術と平和」を謡っています。そこに関わる人たちとよりよい未来を築くために一緒

に考える場になればと思っています。報告が長くなりました、ありがとうございました。

矢野智司教授

ありがとうございましたロこども芸術大学に見学させてもらったことがありますロその

ときに、ちょうどけんかがあって。私は、実は昔、けんかの研究というか、幼児のけんか

を研究していたことがあるんです。けんかを見たいわけじゃなくって、子どもがどういう

ふうに仲直りしていくのかっていうのを見る。そのとき、こども芸術大学のけんかについ

て、親、先生方が輸になって話をされていました。先生方は、これまでにたくさんの知識

や経験もあるでしょうけれど、こどもたちの考えを伝えるというよりは、むしろ親が持っ

ている気づきゃ考え方みたいなものを手がかりにしながら、深めていくような印象があり

ます。とても印象的でした。それでは、奥山さんにお願いしたいと思います。どうぞよろ

しくお願いします。

奥山千鶴子さん(NPO法人ぴーのぴーの理事長)

横浜からまいりました奥山と申します。どうぞよろしくお願いします。横浜から来たと

申しましたが、私の出身地は青森県八戸市です。ちょっと想像がつきますでしょうか、ど

のへんか。青森県の太平洋側で、イカの水揚げが日本ーというような、そういう港町で育

ちました。今、ウミネコの島があるというのでも有名なところです。私自身、 18歳までそ

の町で育ち、小学生のころは、イカの箱っていうのは、昔は木の箱だったんですね。今は
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プラスチッタになりましたけども、そのイカ箱で、草地を作って量産ぶというような小学生

の時代を送りました.大学に入るときに関東に出てきて、そのあとらtうど1985年です

から、男女雇用繊会均等法の闘の年ですが、批織をいたしました.批検するときには、大

きな会社にsuーしたくないということで、 1加入ぐらいの申小の企量産に舵臓をいたしまし
た.圏内外の会高直ですとか、それから学会のお世話をする会社だったんですね.ですから、

当時はけっこう京都に来ていました.久しぶりに京都にまいりまして、ああ、なんか懐か

しいなあっていう感じです.その会社で、育休の第一号取得者として育児休業を取りまし

た.会祉のほうも応援してくれたのですが、当時もう積書事に引っ魅してましたので、通勤

時聞が1時間弱かかり、非命にやはりつらかったですね.そんなこともあって、一年会社

に復帰して静めました.ですから、一年休んで一年仕事に復帰しましたから、長男が2歳

のときに専業主婦kして地繊にデピaーするこJとになり書した.

「子育てひろば』をはじめたきーか紗

いざ績~で仕事に復帰しながら子育てを始めると、本当に忙しかったので、帰って子r

もとー絡にいる時聞がとても貴重に思っていました.過.有量はやれやれ、これで子どもと

ずっとー絡にかかわれるうて思ったんですが、それも束の聞でしたねQ 230.>息子は、と
にか〈わんば〈な子でした.ー日中追いか砂因している。まだUI児っていうと、宵撲も
は号きりしませんから、伎が何を考えているのかというととを想像しながら、I:!k時間ど

おりにいかない』という~トレスを抱えながら、子育てを始めるbけです.そのとさに出

会ったお母さんたちと、NPOを立ら上げて、子育てひろばというものを始めるわけです.

京都は、非常に児童館が多いととろというふうに聞いております.どなたか、自転車で三ヶ

所ぐらい、すぐに行ける児盆館が~りますなんでいうこ kを敬えてくれましたけ』久横浜

にはー舗もないんですね.386万人，0.>都市です、 18区ございますりれども、 -1富もないん

で寸ね.そとで訟たちがどとで子育てをしていたかというと公園?れ公園を綾織に、お

弁当~おやつと水簡を縛って、公園に朝から夕方までいるんですねh あ」とから幼稚園に

入って、あの公聞にいたお母さんたち、ちょっと感じ悪かったって言われましたけどね.

行〈場所がなかうたんですね.もちろん、規岡士で子どもを見合いながら、ときどきスー

パーに行く人をか、~き1!き周を足しに行〈人Jとかいましてお、子rもを見合いながら k

にか〈そうやって公園で活動していたんですね.

そんななかで、ひとつ行政との出会いがありまして、『子育て通信Jl!いうのを、地元

の諮北区のほうでつくるという

ととがありまして、それにボラン

ティアで、子rもを連れてかかわ
るようiとなりました.私、行{撲の

子育て:1t撞というのはとんなも

のなんだ~いうこ k を体除する
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なかで、今、子育て中の親がちょっと大変だなって思っていたり、これはどうなっている

んだろうと思っていることと、行政が子育て支援だと言っていることとの聞にはとても溝

があって、それをなんとかつなげられないのかなとか、親の芦をもっと行政に聞いてもら

いたいなという思いが募ってきて、活動につながってきたというようなことがあります。

今日、最初の秋田先生の話のなかでいうと、私はもう子育てっていう非常に小さな密室の

親子二人の関係から、もっと広く子育て仲間を得て、それから行政だとか社会に、逆に地

域などに広げていったっていう意味では、引きの視点で少しずつ広げていったというよう

な感じかなって思っております。

国の資料とか見ると、とにかく日本は子どもはどんどん減ってきていて、皆さんがずっ

とおっしゃるとおり、とても子どもが育ちにくい国になりつつあるという気がいたします。

それはなんなんだろうかということを考えながら、日々活動しています。最近、結婚のハー

ドルということもあるのかなと思います。私自身は、非常にバブル期に仕事していたとこ

ともあって、黙っているとなんとか生活していけちゃうという気がしていました。当時で

すよ。結婚したのは30歳なんですねロ 20代、ずうっともう仕事ばっかりしていて、縁が

なかったら、結婚しなくても別にいいかもしれないとかね、そういうふうに思う時期があ

りました。出会いがあって、結婚することができて、これもご縁だなと思うわけですけれ

ども。 32歳で第一子です。当時、 30代で産むっていうと、やっぱりちょっと遅いかなあっ

て感じしましたけど、今はもう、ほんとに私たちの子育てひろばに来るお母さんたち、ひ

ととおり仕事をしてからって方も多いです。今でも、やっぱり七割の方が、結婚して正職

員を辞めています。そういうなかで、自分が今までずっとやってきたことをなげうって結

婚することっていうことに、跨賭してしまうっていうのはあるなあっていうふうに感じま

す。たぶん、男性のほうは、当時と今と違うかもしれないんですけど、やはり妻と子ども

を養えるぐらい経済力がないと結婚できない。いろんなデータを見ても、女性が相手に対

して経済力を求めるとか、それから男性のほうも、女性に対して、当時ですよ、やはり子

どもはちゃんと見てほしい、仕事は辞めてほしいというふうに思っていた。今はだいぶ

違ってきていると思います。今の広場見ていても、両方とも働かないと、落ち着いたら復

帰したいというような形になってきています。

子育てへの不安と支えあい

当時、私たち公園でよく話していたのは、幼稚園

の話なんですね。どこの幼稚園入れるかつてことが、

とても公園で話題に上っていました。それね、とっ

ても風評なんですね。 3歳で年少さんで幼稚園に入

れようと思うとどこがいいのかという話が、公園で

ずうっとされているわけです。そのときに、三日並

んだと。入国するのに三日並んだっていうようなこ
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とが聞こえてくると、親はもう焦るわけですよね。いい園に入れようと思ったら、並ばな

きゃいけないのか。もっと情報をキャッチしなきゃいけないのか。だけれども、聞こえて

くるのは、中身、保育内容ではないんですね。もっと私は、当時、幼稚園や保育園のこと

知りたいと思いましたし、それからもっと、教育理念だとか園がどういう考えで子どもた

ちを見てくれるのかということについて、知りたいと思いました。そこで、「びーのびー

の」っていうのは、親子の居場所なんですが、並行して実は、幼稚園・保育園ガイドって

いうのを作ったんです。それは、親の口コミだけに左右されない、そして私たち親も、ちゃ

んと幼稚園・保育園のことを学ぶ、そして行って見てくるということですロそれは乳幼児

から、集団保育につながるときに、園パスがあればいい、給食があればいい、延長保育が

あればいいと、そういうことではなくて、やはり子どもが選べないとしたら、親がきちん

と選べるだけの力を持とうよと、そういう意味でこういったガイドを並行して作るという

ような活動をしてきました。

結婚のハードルだけじゃなくて、出産にもハードルがある。一人目は会社の制度があれ

ば、サボ}トがあればという話も聞きますし、二人目は、やっぱり妻だけじゃなくって、

夫の協力があればとかですね。それから三人目は、一部勢いっていう。私なんか勢いでし

たけれども、経済的余裕がないと、という話も聞こえてくるわけです。ですけど、先ほど

先生方もおっしゃっていたとおり、私も仲間がいて、そして育ちあうって関係がある。も

しくは預けてもいいロ預けあえるって関係ができてくると、子どもは実は何人いてもいい

のかなあと。もちろんお金はかかるんですけれども、もっともっと荷が軽くなってくる。

経済的な問題だけじゃないってことを実感しながら、子育てひろばの活動をしてきました。

ただ、やはり子育ての孤立化、不安感っていうのは、とても高いなと思いますロというの

は、やはり自分の育った土地で子育てできない女性は本当に多いです。私もそうです。横

浜は新参者の集まりです。うちのスタッフはですね、北海道から沖縄までおります。そう

いう人たちが集まる場所なんですね。ですから、来る人たちは、転勤してきました、三目

前に引っ越してきたっていう人たちもいて、子育ての前に生活情報だっていう人たちもい

ます。海外から戻ってきたっていう人や、国際結婚したって方たちもいらっしゃる。そう

いうなかで、昔ながらのコミュニティというところに頼れない、祖父母はいつも周りにい

るわけじゃない、そういう人たちに、どうやったら支えあいのコミュニティというのを作

れるのか。そういう挑戦でもあるなというふうに，思っています。

やっぱり、自分が子育てしていて、子育てに優しくない社会だなあって思うこともあり

ました。ですけれども、それは自分たちからももっともっと地域に出て行ったり、発信し

なくちゃいけないということでもあるなというふうに思います。また、やっぱり介護とお

んなじで、子育てっていうのは家族がやって当たり前、親がやって当たり前、特に母親が

やって当たり前っていうなかで、非常に社会化が遅れた、支援が遅れた分野かなというふ

うに思います。それは、対サービスということではありません。もっと子どもを中心に、

今まで日本でできていたことができなくなってきたとしたら、また地域を耕すために、何



355

公開シンポジウム「子育ての危機に迫る」　2010年度

か支援が必要じゃないかなっていう思いでおります。私自身も子育てに苦労したというこ

とでいうと、 18歳で一人暮らしでずっと結婚するまで、やはり生活感というのがなかっ

たって思っています。子どもが産まれて、すごくいろんなことを取り戻しました。ですか

ら、子どもが産まれるってことは、とてもいいきっかけなんだと思っています。それをう

まく、子育て世代の人たちに伝えていきたいっていう思いがあります。

親子のひろば「ぴーのぴーの』

自分の育った土地でないところでの子育てのとまどい、そして、保健所での通信づくり、

そして仲間づくりがあって、それから、幼稚園・保育園ガイドをつくり、そして最終的に

公園を根城にしてきた私たちですが、場所がほしいというのがありました。当時、幼稚園

保育園はあっても、乳幼児期の0歳から 3歳の部分の、専用の居場所っていうのがなかな

かなかった。それを目的に立ち上げたところがあったんですね。東京都の武蔵野市ってい

うところに、 r0123吉祥寺」っていうのができました。これはたぶん、公的に未満児さん

の親子の場に特化してつくった第一号だったと思います。そこを見せていただいたときに、

「あっ、専業主婦の私たちも、こういう場所がほしいって言っていいんだ」という思いを

募らせたんですね。それで児童館がない横浜ですけれども、私たちにとって、こういった

乳幼児の親も育ちあえるそういった場がほしい。そこで、商庖街の空き庖舗を借りて、親

子の広場「びーのび}の」というものをつくり上げてきました。本当に子育て当事者のお

母さんたちです。幼稚園に子どもが行っている問、午前中場所を守るよっていうような人

たち。それから子どもを連れてかかわる人たち。みんな当事者で、シフトを決めて居場所

を回す。自分の子どもも、それから来る方たちも、一緒にその場を回していくロそういう

ような子育て広場でした。そのなかでシニアの方々の支援というのもありました。学生さ

んたちにも来てもらいました。というのは、夏休みなるとですね、自分たちの子どもも幼

稚園がお休みになって連れてくることになる。ちっちゃい子たちも来るっていうなかで、

まず学生さんたちに来てもらって、自分たちの子どもも一緒に遊んでもらうというなかで、

活動を継続していったんです。

このような活動が行政の目にとまって、実は二年後に、「つどいの広場事業」という国

の事業になりました。私たちがモデルになってこんな事業になるなんて、私たちもびっく

りしました。でもこれは、国が事業化するといっても、自分の地元の横浜市がやってくれ

ないとだめなんですね。初めて行政にお願いに行きました。本当にお母さんたちなんてど

こに行ったらいいのって感じだったんですけれども、当時は保育課ですとか、それから一

人親の支援、福祉の部分でサポートはするけれども、専業主婦の皆さんを対応する部署は

ないっていうふうに言われました。当時、福祉局っていう名前ですね、保育課しかない。

今は、どこの市区町村も子ども青少年局とか、子ども局っていうふうに変わってきました

よね。この 10年で大きな変化だったと思います。すべての子育て家庭の支援を視野に入

れていくっていうふうに変わってきていますが、それは私たちにとっても、社会も大きく
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変わっていくなかでの、活動の展開だったのかなあというふうに思います。当時、横浜で

もなんとか「つどいの広場事業」が立ちあがり、私たちも手を上げて、公募でそこに入る

ことができました。当時、 8年前になりますけれども、全国でたった28か所しかなかった

んですね。それが今、全国で 1500か所になりました。やはり、地域でこういう乳幼児の

居場所がほしいという、そういった NPOの人たちの後押しもあって、全国にどんどん増

えてまいりました。特に私たちは資格を持っているわけではありません。でも、その子ど

もを育てている仲間、であり地域のなかで同じ立場の人たちに、そういった支援を届けた

いという、そういう思いで、これまで広がってきました。だから、研修も必要ですし、ネッ

トワークづくりも必要です。いろんな人たちの支援が必要です。そういう意味で研修をや

るために、実は、この広場事業の中間支援組織のようなものも立ちあげてですね、活動を

広げてきています。今、菊名という、港北区のなかにある、菊名、大倉山という非常に限

られた地域ではありますけれども、とことんその地域にこだわり、子どもにとってのふる

さとづくりという思いで活動をしています。

最初は自分の子どもだけしか見えなかった親たちが、この広場を通じて、みんなの幸せ、

みんなの子育てへ展開していく。先ほど、ちょっとこども芸術大学の方でもお話ありまし

たが、広場っていうのはデパートの休憩スペースとはちょっと違うんですね。やはり、ど

の子がどの親の子かわからないです。もうぐちゃぐちゃになっている。けんかもあるし、

おもちゃの取り合いもある。でも、そこに子どもの学びあいもあるし、親の学びあいもあ

ります。スタッフはそこを親にも、どう気づいてもらえるか。それから親も子どもも育つ

ためにどういうふうに関わったらいいか。前面に出るのではなくて、コーディネーターと

して、ファシリテーターとして存在するものです。そのあたりの学びあいというのをしな

がら、この広場という場を運営してきています。小さいハイハイするような赤ちゃんも、

関心があれば、年長の子どもたちが使っていたおもちゃがあいたら、すごい勢いではいは

いして取りに行こうっていうふうに、それはお家のなかだけではできない子育てですねロ

ここで小さな集団としての学びっていうのがあります。親たちもその子どもたちというの

を真ん中に据えながら、自分たちがいろいろなことを経験しています。最初はきれいな場

所じゃないと気になるというお母さんもいました。それから、もういつもうちの子やられ

てばっかりいるの、どうしたらいいですかという人もいた。だけれどもそんななかで、子

どもたちには育つカがあるということに気づいていく。実は、その親たちも育つ力がある。

親もやっぱり 1年生。私も、本当に、最初親になったときに、もう長男には謝らなくては

いけないことたくさんありました。ですけども、経験のなかで積み重ねるなかで、いろん

なことを学ばせていただきました。子育てって、本当に先生がおっしゃるとおり、そのと

おりだなあっていうふうに思っています。
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その後、行'Icからは、もうちょっ左大きな事業もやってみないかということで、ヨ島ae事
業で、毎日駒組ぐらい来るような大きな事鎗も任されるようになりました.倹浜は今、

この篇Iiを 18区にー館ずつ停申ていこうということで、来年の容には全鶴できあがって

きます.その一館目を私たちのほうで受髭いたしました.公按じゃないですね、地織の人

に建てていただきました.最初横浜市は、今、行攻も財政費量なので、.4!iJ~所有するって

いうのはなかな古唱しいですから、空いている公的施肢を使うか、あとはピルのテナント

でやれというととが多いです。怠たちも、最初、ピルのテナントでやれk言われました.

一生懸命、いろいろ場所を探したんですげれども、なかなかやっぱり、パチンコ墨の2婚

は鎌だなあとか、いろいろあって、いい物件が見つからなかったんです。そんななかで、
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家賃を払うということは、その家賃収入はあてにしていいわけなので、その家賃がある程

度まとまqて払えるから、どなたか建てていただけませんかと.そういうかたらではどう

か左、事込たちが逆に、行政に提案いたしました.そんな人陰いるのか~.いや、いないか

もしれないけど、まf銀しましようということで、町内会福t通じて、建ててくれる人を操

しました.そのときには、行政も一絡になって探してくれました.倹型車市といっても、やっ

ぱり巨大な田舎なんですね.江戸時代から、鎌倉時代から住ん?いる方がいらっしゃいま

す.皆さん、元農家の方ですね.地元の方除、「そんなに子育て困っているの?Jと言い

ます.はた目には、あまり子ども、子脊てのこkが困っているっていうふうには、地域で

見たときに見えないんだと思いますね.いや、もう大変なんですqて.'bう、どんどん新

しい人たちが入ってきて、皆さん、マンシーン、アパートで生活しているんですよ、~.

一戸建ての土聞のある家に住んでらっしゃる犬家さんなんですねーやはりそういう方身に

は、なかなか今の、新しく入ってきた子育ての方たちの状況って固に入qてこないんだと

思います.でも今、そういう穏をしたら、そうかと.じゃあ、ちょっとね、う色の土地を

鐙供して建物建ててあげよう kいうこ止で、建てて〈ださい玄した.お向かいが、突は、

仏敏系の幼絵画.その幼稚園のですね、いち掘り畑の場所だったところです.~から徒歩

S分で、便利もkてもいいところなんですけども、まだ主だこういった自然環境が残qて

いる~ころで、そこに下が2ω平米、上が 1伺平米.ちょっ k小さな固彪もめるんですけ

ども、それを最初から建てるととができました.それを建てるときには、車弘た色がとうし

てほしいっていうような思いも込めて叡酔もしていただげました.この臭のほうに和室が

あって、赤ちゃんの=ーナーがあり、手前がちょっと大きい子たち向けのフローFングの

.tteになっています.ガラス悠の向うには、ちょっとした圃隆があって、それで野来、
ちょっkした野菜づくりをできるような剣もあります.

子育て情報の共有

そのなかでは、私たちは当初よ

り、学生さんのサポートを非併に

たくさん受けてまいりました.こ

こでは、真ん中で入qているのは、

IポラPーグ食こう阪<Jってい
う事象なんですが、私たちは行政

との連携でできるとと.それから

自分たちだげで自主事業として

やること、それから企業と組むこ
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ノ号一トナーを組めばそれができるんだろうかということを考えながら事業をしています。

一つ上のですね、メルマガっていうのがあるのですが、メールマガジン「ココメール」っ

ていうのは、これは「どろっぷ」の事業に付帯している事業なんですけれども。今、若い

人たちは、情報をキャッチするのも携帯メールなんですね。それで、気持ちとしては出て

きてほしい、フェイストすーフェイスの関係になってほしい、出てきてくれたらつなげる

ことができると思っています。ですけれども、なかなか出てくることができない人たちが

問題であるということを、さまざまな方から言われます。その通りだと思います。そういっ

た人たちを地域とつなげるために、このメ}ノレマガジンというものをやっております。今、

港北区では毎年 3000人ずつお子さんが生まれるんですが、このココメールは、まだ小学

校入るまでのご家庭なんですが、 6000人以上の方が登録をしてくださっています。毎週 1

回、情報発信をしていています。去年、新型インフルエンザがはやったときに、実は私た

ちの施設も 2週間お休みになりました。あと、保健所の検診ですね、 4ヶ月健診とか1歳

児健診、こういったものもお休みになったんですが、このココメールでいっせい配信する

ことで、そういった情報をパァーっと伝えられるということがありました。これは行政情

報だけでなくて、内容を精査して民間情報も入れております。年齢別、地域別で情報を提

供するというかたちです。これはあくまで地域のお母さんたち、とにかく顔の見える関係

につなぎたいという思いで、出てきてもらうためのツールとして活用をしている部分です。

あとは、 2、3歳児の、プレ幼稚園みたいなものかなと思うんですけれども、グループ保

育というのもしています。今は働いていないと保育園に入れないんですね。私たちが広場

で見ていると、このご家庭にはお子さんをちょっと一時的に見てあげたほうがいいなあ、

2人目が生まれたばっかりですとか、 3歳と赤ちゃんでお母さんがとにかく大変な状況だ

という人たちですね。もう、 2、3歳になるとグループで活動ができるということもありま

すので、そういった子どもたちの集団保育の場です。広場で見せる子どもの表情と、この

グループ保育で見せる子どもの表情が違うということがよくあります。これはお母さんた

ちも保育に入ってもうらととも可能になっていて、それでやはり、子どもたちの集団って

いうところで見せる姿っていうのを親たちにも感じてもらいたいなあという思いもあり

ます。もちろんこれをすることで、親御さんはちょっとした用事がたせるとか、下の子と

十分遊べる時聞が持てるということも狙っています。それから幼稚園・保育園ガイドにつ

いても、これも 50人ぐらいの親子ボランティアのお母さんたちで編集しています。 100

園以上の幼稚園、保育園の情報を掲載します。これは、いわば地域の幼稚園、保育園の信

頼関係を作っていくということでもあります。最初は、なんか情報を出すのをすごく渋っ

ていたというか、なんでそいうのが必要なのかつておっしゃっていた園からも、お母さん

たちの視点を高めるということであればいいんじゃないかということでご協力いただき

ながら、紙面づくりをするようなかたちになっています。やはりその園を選ぶ視点という

親の視点づくりというところを重要視した冊子構成になっているので、園の情報だけでは

なくてそういったものを入れ込む。それから広告も 150万ぐらい、地域の企業さんからい
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ただいているんですが、それも皆さんは、樹脂の子育て支援を応援するというメッセー

ジを、いただきながら掲織をしていただいてい去す.そういうた意味で大きな企業はない

んですが、地元の小さな町の本当に美容院だ止か、それから小児科だとか、そういったと

ころをお母さんたちがロヨミで、足を選んで営業して広告もとるというようなかたちに

なってい去す.もうみんな、隠しいのは東京や績浜の大きな情報じゃないんですねー足元

の情報がほしいんです.そういった意味で、この幼稚園、保育園情報をつ〈りながら地域

の企業との遺書障というととも観野に入れています.先隠ど、書降格メールと言いましたが、

治北区の社協さんと、こういったウzプサイトの運営もさせていただいています'D ~台、

この下は突は地元のお守さんで、朝E時からの坐樽に行ったときiとおかゆをいただいてい

るととろなんです紗ども、とういった本当に、後換も古くからの寺院とかもあって、まち

歩きをすご〈剣，~Iこしている4I>1E!の方身とかいるんですね.鎌倉街道をさ惨さながら、司自... 

4申とかを見ながら、子ど色も..もまちを.見ずる.そういう、ゃっぽり新@者の私たらで
すので、そとのまちが子どもにとうての故郷なんだうていうとと全考えながら、とういう

組織の人たち、抱織のいろいろな古くから活動している左ころも含めて連携ができたらい

いなという思いでおります.

ボランティアの育成

~にボラシティア育成事業除、社会鍾位協議会と、それから区役所と私どもが事務局に

なって、学生さんの恵袋と研修をして‘逆に幼稚園や保育園、それから公園遊び、こういっ

たところに出向いて行ってもらっています.皆さん、学生のポヲンティアさんに来てほし

いんですね.ですけれども、直後研修もせずに、自分たちが務a障をするというととにはと
てもハードルがゐるので、遭遇匝や竜野修は行政k怠たちが一体的にやりまして、そして出向

いて行〈ところまで怠たちが行います.そして1回目は=ーディネートして、それからは

レギ且ラー、公園遊びのjjbとー絡にやっていただ〈というかたちで、区内で展開してい

る事業です.これは皆さん自主的に来ます.みんないっせいに行け~いうこをではなくて、

自分たちがやりますと手会上げて来て下さる、中学生から大学生で構成されています.そ

れと子育てサポートシステムという預かりの仕組みも、との7月から受託を始めておりま

す.これは社会構祉協鶴会がやっていたんですが、規子が集まるkころでやったほうが効

果的であろうということで、それで、私どちの陥うでさせていただくことになっておりま

す.今どこの市町村も、支え手側が少ないんですむ.私たちは、お子さんが小学生ぐらい

になったら、ぜひ今度は担い手になってほしいということで、者い人たちの支え手を泊や

していきたいという思いもあ号て、怠

たちがこれを受艶して、預かり手をど

んどん若い人たちにtーやってもらいた

いという思いで、活動しています.

学生さんの節聞事業というのもやっ
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ていて、本当は学生さんたちのベビーシッターなんていうのは諸外国では当たり前ですよ

ね。今、母親になった人に聞くと、二人に一人は子どものおむつを替えたことがない、ミ

ルクをあげたことがないというのが現状です。それだけ子どもを育てるという日常的なこ

とを体験せずに親になっています。隣の子育ても見ないまま親になっています。どこかで

それを断ち切らなくちゃいけないと思うんですね。ですから、広場のなかでたくさん学生

さんを受け入れて、小さい子どもたちと遊んでもらう。それもイベントではなくて、普通

の日常のなかで関わってもらうということを大事にしています。そこで経験を積んだ学生

さんたちに、家庭にまで行ってもらいます。家庭に行くと、もっとより深く家庭の状況が

見えるんですね。今の学生さんって、自分が育った家庭のイメージしか持てないと思いま

す。いろんなご家庭を見ることで、バナナのあげ方も違うねとか、いろいろその子育ての

家族の考え方っていうのにも触れて、学生さんたちはお母さんたちはすごいねって思って

帰ってきます。いや、お母さんたちはすごいっていうだけじゃなくて、あなたのお母さん

もすごかったのよっていうふうに伝えたいなって思うんですが。やはりその育てられたっ

ていうことについて、もう一度振り戻ってもらう、そういう経験にもなるかなと思います

し、親たちにとっては第三者が入る、いいきっかけなんですね。やはりどうしても、親た

ちはいい子育てをしなくちゃいけないというプレッシャーがあります。実は、学生さんた

ちを家に上げるのは結構ハードルが低いんですね。最初、掃除機かけてきれいにつてお迎

えしてたご家庭も、結構とても心を許しやすいっていうんでしょうか、どんどん子どもた

ちは学生さんと仲良くなって、そしてクリスマスだとか、誕生日にも来てっていう関係に

発展していく。だから私は、もうこの年配の人にもかかわってもらいたいし、学生さんた

ちにはどんどん子育ての現場に出てきてほしいという思いで、こういった活動を学校のご

協力をいただきながらしています。

温かいつながりのできる環境づくり

びーのびーのとして大切にしてきたことというのは、温かいつながりのできる環境づく

り、子育ての第一歩を温かく応援していこうということと、それから本当に地域にどっぷ

りつかって、地域に根差してやっていこうということです。それから親の視点というのを

大事にする。子どもが育つ環境ということを大事にしていく。そして循環型支援です。も

う本当に、まちというのは循環なわけですから、支えられたものが支え手になるっていう

循環を、子育て広場から発信していきたいと，思っています。それから、そういった活動が

どんどん地域に、全国にも広がっていくなかで、その横の繋がりを、手を取りあってネッ

トワークで進めていこうというようなことです。というのは、若い世代はとにかく転勤す

るので、転勤した先でも幸せであってほしいっていう思いがあります。ですから、行き先

どこって聞いて、どこそこって言ったら、そこの支援拠点、私たちのネットワークの場所

をご紹介します。そうやって全国にそういった種が、どんどん広がっていって、子育てが

しやすいまちが広がってくればいいなと，思っています。ここでは高校生が子どもたちと泥
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んこ遊びをやっています。これは県立高校の学生さんたちですけども。今 35時間でボラ

ンティア単位が取れるんですね。今年も 10人かな、学生さんが単位を取得していきまし

た。保育系の学校に進む高校生たちです。今、家庭科の授業から何から、文化祭でも私た

ち妊婦体験キットを持っていって、男の子の学生さんにも妊婦体験とかしてもらったりし

て、高校との連携っていうのも進めています。あとシニアの皆さんにも来ていただいてい

て、定期的に来てくださるので、とても助けられています。こういった木のおもちゃなど

も制作して入れてくださったりしています。あとは今日はちょっと時聞がないのですが、

こういった広場の中間支援で研修だとかネットワ}クづくりをする中間支援組織を今後

立ちあげて、こちらのほうの代表も、させていただいております。

本当に生きるということ、そして死んでいくということ、生まれるということ、その循

環のなかで、どこかで何かを伝えていかなくちゃいけないんですが、そのなかで私たちの

役割は、赤ちゃんが生まれたっていう、その家族から地域をつなぐ、行政につなぐ、そう

いう取り組みなんだと思います。そこにいろんな世代の人を巻き込み、地域を巻き込み、

行政を巻き込んでやっていくことだと思いますロそれはいろんな人たちのまちづくりで

あったり、高齢者支援であったり、いろんなことをされていると思うんですが、もう結局

根っこのところはきっと一緒なんだろうなあと思います。だから子どもが生まれるという、

そのきっかけをうまく活用して、それを育んでいきたいっていうのが私たちの活動かなと

思います。私自身も子どもが生まれて生活が180度変わりました。もう時間の流れも変わっ

た。社会の弱さも目に付いた。だけど逆に人の温かさも知ったし、本当に親に感謝しまし

た。その子どもが生まれたことで私に力が生まれて、このような活動をすることができた。

世界をぐんと広げられたという意味で、子どものカっていうのはすごいなっていうふうに

思っています。先ほど、ちょっと話がありましたけども、今、園の制度が大きく変わろう

としています。そのなかで、実は「にっぽん子育て応援団」という活動を立ちあげて、もっ

といろんな人たちで子育てを応援しようという活動を、去年5月に発足して活動していま

す。よかったら、ホームベージなども見てみてください。今、国の制度をかかわることが、

どういうふうにそれが反映されるのかというのを、ウォッチしなくてはいけないと，思って

活動しているところです。これが政府の提唱している「子ども・子育て新システム」とい

うところです。まだこれもご存知ない方もいらっしゃると思うので、ぜひ見てください。

私たちのこの子ども環境は、今、大きく動こうとしています。それにやはり自分たちが

活動してきた思いっていうのを、どれだけ入れられるかっていうことがとても重要になっ

てくる。子育てをサーピスにしてはいけない。地域の支え合い、ソーシャル・キャピタル

をどう作っていくか。私たちが今までやってきた、この0歳から 3歳の育み合いっていう

ところを、この仕組みにどう入れるかっていうところが、私に関われている、今一つの大

きな命題です。新システムの策定にあたっては、一応、基本制度ワーキングの委員もして

おりまして、今、幼稚園と保育所の一体化のことが、非常に注目されているんですけれど

も、それだけではない、もっと大きな流れを変えていかなくてはいけない。チャンスでも
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ありピンチでもあるんですね。そういった意味で、ここにぜひいろんな思いを届けなくて

はいけないと感じているところです。新しい家庭をどう受けとめるか、将来を見通してど

ういう公的に関わるか、乳幼児期の子育て支援ということが、子どもの危機を救うと私は

思っています。子育て家庭のリスクに対して予防的に関わる、そういった支援だと思って

います。子育てには、時間も手間もかかる。だからこそ大事なものだというふうに思って

いて、これは子どもだけの問題じゃなくて、社会すべてに大きく関わる問題だと後から気

がつきました。本当に私なんか後からなんですけども。子どもはおとなに多くのことを気

づかせてくれる存在であり、子どもは親や社会に幸せをもたらしてくれる存在である。少

子化社会であることに、もっと敏感でなくてはいけないんじゃないか。子どもが大切にさ

れない社会に未来はないのではないか。子どもにとってのふるさとづくりということにつ

いて、私たちおとなの責任っていうのが問われている、そういう社会だと思っております。

ありがとうございました。

矢野智司教授

どうもありがとうございました。戦後、一番たくさん子どもが生まれたときは270万人

でした。今 110万人ですので、本当に圧倒的な少子化社会になってしまいました。お話う

かがっていて、受動的なサービスを受ける人から転じて、自分が積極的に、たまたまそこ

に住んだ場所を、改めてふるさとにつくり替える、そういった住人になるための、ヘルプ

を子どもとのかかわりを通してやってくれます。そういう場所を提供されたんではないか

なというふうに思います。お三人の話、それぞれつながることが大変多いと思いますので、

後半に続きますロ

《討議》

秋田光彦さん

日課というのは宗教の言葉です。日々それを自分に課するということによって、それを

繰り返し自分の身体ににじみ込ませていく。いわゆる教えたり伝えたり、そして、その子

の自発性にゆだねるといいながら、放任状態に置くというかたちではなく、その子の自発

性がいかに引き出されるかという環境をつくっていくための日課活動。これがうちの保育

活動の看板です。体育ローテーションといって、いわゆるサーキットトレーニングのよう

なこともありまして、これもご覧になりましたら、子どもたちの持っている、内にある躍

動感というものを感じ取っていただくかと思います。また別の言い方をすると、非常に知

的な早期教育というふうな誤解もあるかもしれません。武道の世界に、守破離っていう言

葉ありましたね。あの守破離っていうのは私なりの解釈をすると、自律の前に他律がある

と思っているんです。要するに私たちの自律思考っていうのは、まず自律思考はインディ

ベンデントの自律思考ですが、その前に初めから、人聞は自ら律されているのかというと、



364

そうではないと。むしろ一つの型とか、一つの規範、一つのルールの中に、私たちは他か

ら律されていく。その律されているなかで、自らの自律というものに目覚める。そして本

当の自律、私は守破離というのをそのように解釈しているのです。そういう原点、自律や

自律に向けての原点の他律主義みたいなものを私たちの中心にしている。ただ、その他律

の根幹は誰かというと、それは仏です。仏教教育というのはそこが芯なんで。それは何か

の理念、理論というものの先立つ前に、仏の誓願、仏の願いがそのように私たちを導いて

くださっているというふうに考えています。個人と集団というものの、響きあいというの

がうちの保育の魅力なんですが、詳しくは、斎藤孝さんが『子どもの集中力を育てる』と

いう本を書いておられます。文墓春秋文庫から出ておりますが、この本の半分ぐらいはう

ちの幼稚園のことを書いています。斎藤先生が、結構注目してくれたので、評判なりまし

たので、よかったら参考にしてください。

もう一つは、ちょっと私はなかなか答えづらい部分があるんですが、「都会の真ん中で

されているので、自然から切り離された都市空間での子育ての難しさはどのように乗り越

えていけばいいのでしょうか」と。なかなか答えにくくて、自然というのは一体なんなの

かっていうことなんですが、子どもたちの教育でいえば、確かに自然、野外活動っていう

のはたくさんあります。山のほうに出かけていって、夏や冬ですね、いわゆる林間学校も

あるんですが。私なりにちょっと答えさせていただくと、自然というものは実は、私たち

のなかにあるんじゃないかという、内にある自然といいますか。私たちの本来心のなかに

ある、私たちは仏性といいますが。私たち自身が、自分たちの菩薩としての可能性を抱え

ている。そのことに気づくことが、最も自然に近いことではないかなというふうに思いま

す。その仏性というものに目覚めることなく、私たちはシステムの子どもとして育てられ

てしまうという危険性を十分にはらんでいると思うんですが、その菩薩としての自らの育

ちをどのように育んでいくのかということが、いわゆる空間論としての教育以上に私は関

心を持っています。都会の真ん中の幼稚園で、なかなか里山教育っていうのは難しいんで

すけども、そういう意味での回答を期待されているなら、ごめんなさい、ちょっと上手に

答えられません。

梅田美代子さん

先程、自分のなかに自然があるというお話が出ていましたが、こども芸術大学の理念の

なかにも自然という言葉が出てきます。母なる大地です。環境としての「母なる大地」に

とどまらず、一人一人の心のなかに、慈しみの気持ちゃ優しい気持ちを芽生えさせ、他者

を感じ、想像し理解することが大切なのだと言っています。そして自分で考えて行動でき

る、そう言うことができる子どもたちを育てることが未来に対する希望であり、私たちの

希望だと思います。保育の方法は違いますが保育の基本は秋田先生のお話の中にも同じよ

うなお話があって「あっ、なるほど、一緒、一緒」と伺っていました。

私のところにひとつアンケート来ています。「社会でのコミュニティが希薄化し、家族
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だけで解決できないようになってきたという話がありましたが、どのようなところに原因

があると恩われますか」と。私がお答えすることかどうか分かりませんが。今、私たちの

こども芸術大学を見ていますと、大半が核家族が多いです。おじいちゃん、おばあちゃん

たちと関わることが少なくなってきているように思います。私が子どもの頃は、地域に育

てられていたという感覚があって、私がどこかから帰ってきても、近所のお年寄りやご近

所さんに声をかけられて、何々ちゃん、今日はしんどいのとか、どこ行くのとか、他所の

子どものこともよく見てくださっていたように思います。そういう意味でも今は町のなか

でおとなたちが子どものことをちゃんと見られない環境や社会状況のように思います。今

日も「子育ての危機に迫る」というテーマですが、私はいつも子どもの問題はおとなの問

題だと思っています。おとながどのように子どもを育んでいくのか、子どもとどのように

接していくのかということを、真剣に考えないと、なかなか社会は変わらないし、親子関

係や人間関係も変わらないように思います。私は制作系の人間なので作品づくりが殆どで

すが、作品づくりは自己の心のなかにあるものや自己の気づきをカタチにして社会に発信

していくことで確立していくと思っています。私は創造することの意味を子どもたちから

教えてもらっています。こども芸術大学のように子どもを育む場面に親やおとなが入ると

いうことは、決して特別なことをしているとは思っていません。普通に生活する中でもこ

れからの社会を築き、未来を担う子どもとして子どもをおとながしっかり見て、寄り添う

ことができれば、多くの気づきを得ることができるように思います。その気づきを得たお

となとそのおとなたちに育てられた子どもが増えることこそが社会で起こっている様々

な問題解決につながるのではないかと思っています。

奥山干鶴子さん

先ほどちょっと自然の話があったので、うちの広場は商庖街のほうは、レンガ敷きの商

唐街なので、あまり緑があるって感じではないんですが、それでも三輪車とかを乗りまわ

して、たくましく子どもたちは動き回っているんです。やっぱり、どこでも子どもって遊

びを発見するなあっていうのは、とても感じます。でもその自然っていうか、縁っていう

ところをなんとか取り入れたいなあという思う意味では、食を通じてということですね。

保育園とか幼稚園に入れば、一緒にご飯が食べられるんですが、乳幼児期ってお家でマン

ツーマンで、なんか会話もなく食べるみたいな感じになっちゃうので、広場でみんなでお

弁当を食べる。そのときに小さな畑なんですが、冬だと大根とか植えてますので、大根の

葉っぱのみそ汁だけでも出すとか。夏にはきゅうりの漬物を出すとか、そんなようなこと

で、少しでも何かできるといいかなあというのがありました。

私の方に与えられた質問はですね、「親の成長にとって地域とのかかわりというのは、

どのような形でありますか」ということなんですが。実は商居街の広場の小さな自主事業

から、「どろっぷ」という委託事業に変わったときに、委託っていうのは公的な資金がか

なり入るし、利用料も無料です。それでそのときにやっぱり自分たちが来てほしいような
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親御さんっていうのかな、行政の委託でやったときにはね、無料なので多様な人が来て、

私たちは地域に目を向けられてなかったなあと思いましたね。外国人の方ですとか、やっ

ぱりかなり経済的に厳しいかもしれないなあという方から、お父さんも来ますし、いろん

な方が来てくださって、これまでの私たちの会員制のひろばだけでは、視野が狭かった

なって思いました、本当に。だからこそ行政と一緒になってやる地域の子育ての家庭って

いうのは、多様な子育て家庭がいて、それに対応できるスタッフでなくてはいけないと、

改めてもう一回見直すということがあったんです。どろっぷを建ててもらったときに、地

域の人のご支援でというのがあったんですけれども、それでも港北区 30万人いるんです

よね。 30万人いる港北区に、その公的な場所がーか所しかないわけです。それであまり地

元の町内会とべたべたお付き合いするのもどうかっていうことで、地域の連合町内会とか

とそんなに密にしてなかったんですが、実はこの春に 2期目の受託 (5年に一度)という

のがありまして、町内会の方が審査員に入ったんですね。そしたら、あなたたちは地域と

の関係ができてないんじゃないかということを、すごく言われたんです。いや、行政から

は区内に 1か所の、 13ヶ所連合町内会あるわけです。だから特定の自治会とあまりお付き

合いするのもどうなのかという話もあって、そうしてなかったんですが。審査会のときに

厳しく言われまして、最初の 5年は中身を詰めるということでやってきたけれども、これ

からの5年はもっともっと地域と連携しようということで、スタッフも方面別担当ってい

うのを決めました。そしてその地域の主任児童員さんや子育てサロンなどに出向いて行き

ました。また、主任児童員さんの研修を全員受けていただくということで、どろっぷに来

ていただいて、どろっぷの活動をみていただきました。ですから、これだけ 10年やって

きても地域ってことについては、まだまだやらなくちゃいけないことがたくさんあるし、

地域の子育て家庭は多様であるっていうことを、毎日毎日突き付けられているっていうの

が現状なんです。親たちは広場のなかで、もう大丈夫だと思うとどんどん巣立っていきま

す。早く出て行ってくれっていう、そういう場所なんですね。そういった支援ができて、

実は卒業してほしい、そういう場所です。ということは、受け皿となる地域のほうで、そ

れを受けとめてほしいというところもあるので、私たちはボランティアさんや学生さんを

どんどん入れて、そしてまたまちで会ったときにこんにちはって言える関係にできるよう

に、とにかく逆に地域につないでいくっていうようなことを、これからの 5年というのを

目標にして、この春から活動を始めたところです。

秋田光彦さん

ちょっと僕の話が、どれだけ皆さんに届いたかわからないですが、宗教の世界で言うと、

俗と聖という 2元的な世界なんですね。聖というのは、もう向こうに行っちゃったってい

うか、たとえば彼岸の世界なんですが、あっちに行っちゃうっていうかたちなんです。実

はその近世までの日本人の考えつていうのは、聖と俗っていうものが実は矛盾なく混在し

ていたんじゃないか、行き交っている関係だったんじゃないかと思うんです。たとえば、
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これは日本じゃないですが、古代のインド人の考え方に、四住期という考え方があります。

仏教以前の古代のインド人のライフサイクルなんですが、四つの時期というのは、一番最

初は家住期といって家に住む。三つ目は学生期といって、師匠について学ぶ。三つ目が林

に住むと書いて、林住期といいます。そして四つ目が行に遊ぶと書いて、遊行期といいま

す。最初の家住期はまさに、家に住むわけですよね。二つ目の学生期というのもよくわか

りますよね。この三つ目の林に住む、林住期っていうもの、大変な注目されるわけです。

最近、五木寛之さんなんかも『林住期』っていう本を書いていますが、簡単に言うと家と

か学校とかそういう世俗をいっぺん捨てなさいという話なんですね。そういう世俗をいっ

たん捨てて、そうじゃない視点を獲得することによって、林というのはそれのシンボルか

もしれませんが、新しい価値観を獲得していく。そういう古代インド人のある種のライフ

サイクルを見たときにふっと僕思うんですが、子育ての時期ってどの時期なのかなと思う

んです。一見私たちは、家に住んでいるんだから家住期だろう、あるいは幼稚園に行って

いるんだから学生期だろうと思うのですが、ひょっとしたらもうちょっとトータルで言う

と、子育てのある一定の期間っていうのは、林に住んでいる林住期っていうのを獲得して

いるんじゃないかというふうに思うわけです。つまり、いわゆるそれまでの世俗のシステ

ムとか、たとえばお母さんと付き合っていて、本当にみんなキャリアパリパリです、そう

いう自分をいっぺん捨てるわけですよね。捨てることはとってもそれはマイナスで、失点

なんかじゃなくって、いったんそういう世俗なるものと、いったん手を切る。脱俗してい

る。そのなかで自分の独特の視点、を獲得することによって、もう一度家族とかその学びと

かっていうものをとらえ直していくという、そういう視点ですね。ただ、順番に階段上がっ

ていって、成長して、屋上に上がるというよりも、そういう四つの時期を、行ったり来た

りしながら往還しているような仕組みとか流れのようなものが、もっと自由にあってもい

いんじゃないかなと思います。タイのお坊さんの中にはいったん世俗で仕事をしながら、

有給休暇もらう人がいますが、一定期間頭をそって、僧院に入るんです。 3ヶ月ぐらい修

行をするんですが、また還俗といって元に戻ります。そういうやりとりを一生のうちに何

回か保証されているんです。育休とか産休とかっていう仕組みも、ひょっとしたら、今は

どうしても社会保障とか、労働施策としてとらえてしまいますが、実は何かからいっぺん

降りて、降りることによって一つの価値観や力強さを得る。それをもういっぺん戻ったと

きに、元の鞘に戻るっていう意味じゃなくて、戻った私は前の私とは違うというような、

新しく再生、生き直しのようなステップを、もう少し描けたらええのになあっていうふう

に思っています。

奥山千鶴子さん

まさしくそれだなって思いました。だからパパたちもじっくり休んでほしいなあって思

うんですよね。どうしても母はそういう意味では、とにかく 24時間待ったなしの子育て

で、もうそうせざるを得ないっていうところがあるんですけれども。なかなか夫婦で話し
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していても、夫の方はでナね、そこから抜け出すことができないというところがあるので.

そういう意味で、いったん、そこを子ども・子育てを中心に、もう一回見直Eすというのが
大事だなk恩い家す.その見直すkいった左きに、どうやって見査すかkいうιやはり
自分が子ども時代のこと金量的返ると思うんですよね.自分がどう育てられたかというこ

とに、立ち戻るなあと思います.うちの肉親除決して裕福な家庭ではなかったですが、掃

除をするとか、きちんと毎日;膨らすということを大事にしてきた両親です.そのことを今、

とても感謝しているんです.暮らしていくというととです.それを今、自分が子どもに見

せて~げられているんだろうかということを、 kても自分でも感じる.観世代ができない

んだったら、ぜひそれをちゃんとまだ身につけているシ=アの方有除、'bうパPパPと畑

やるにしても何にしても身についているので、そういう支援をしてほしいなあと恩qたり

しています.子1!もの記4極左いうか、自分自身も一書官い記憶はなんだろうと恩う在、や

はり子ども時代のいろんなことを思いだすんです.それが原点で、子ど'b~育てるときに

は、思い出して育てaし、育ち直しをするなあと、今日秋田先生のお話を聞いてまさにそ
う思い志した.

象周知子敏鰻{京.大学大学院紋育学研究科〉

本当はいつまで也、お絡をおうかがいしたいところですけども、時闘がきましたので、

忌後に訟のほうから、少しまとめをおとないたいと思います.今日除、秋田さん、梅田さ

ん、奥山さん、本当に~りが主うござい玄した.貨':11なご報告をうかがえて、会場の皆さ

ま方がどう恩われたかわかりませんが、私はですね、なんかすごく元気になりました.な

んとな〈生き生きとした感じというか、元気をもらったような感じがして、たぶん、とう

いうことが、この慮じが、『子脊ての危鎗J~いう、のに対して、非常に大事なんだろう

なあっていうふうに思ったんです.だけど「こういう感じが』ではだめですので、もう少

し訟が感じましたことを言繋にしてみたいと思い玄す.

Eまず子育てという企きの子どもに

ついてです.子;ð~入qていますが、子

どもq ていうのは一体なんなんだろ

うなあっていうことを思います.さっ

き最後に奥山さんが言われたように、

おkなのなかに必ず子rもがあるk
私も思います.子どもじゃなかった入

院どとにもいないので.私たちのなか

にある子Eも、あるいは、もう一度関

係をつくり、そして関係金切ったりす

る、一つのつながりの原点になるようなものが、子どもかもしれないというふうにも思い

去す.そういうもの左、 Eう闘係書E付げてい〈のか~いうことが、たぶん子育てっていう
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ことだろうし。これは秋田さんの言われた言葉で思いましたけれども、子育てというと、

普通の人はお母さんが子どもをとか、お父さんが子どもをっていうぐらいにしか感じない

わけですが、そういう一方向ではないということですよね。子育てというもののなかに、

つまりこれは関係の問題といいますか、そのなかに誰がとか、どっちからとかじゃなくっ

て、必ず両者に影響を及ぼし合うようなものが、子育ての問題であろうかと思いました。

今回のテーマは「迫る」と書いていて、解決と書いてないところがなかなかミソだと思

うんですけども、普通は、例えば虐待問題だと、原因は何かとか、どうしてなくすかとい

うことに議論がいきますが、なかなか虐待というのはなくならないと思います。虐待とい

うとお母さんが悪いって思われる方が多いですが、私たちが心理臨床でお会いしておりま

すお母さん方のお話を聞いておりますと、ご自分自身が虐待を受けてこられた方が多いわ

けです。そうすると悪い人は、お母さんじゃなくって、おばあちゃんですよねロそのおば

あちゃんはまた、虐待を受けておられたわけですから、その前の、悪いのはひいおばあちゃ

んですね。ずっといったら、イザナミぐらいになるんじゃないかなあ。ほんまに悪い人を

変えようと思ったら、イザナミを連れてこなあかんってなったら、難しいわけですロある

いは、子どもがお母さんを捨てればいいっていうふうなことを言う人がいますが、自分の

体のなかに、血液のなかに流れているものを捨てることなんかできないと私は思います。

そう簡単に、何かをやるとか、原因を調べるとか、切るとかいうことではうまくいかないロ

かえって「つながり」っていうことを、もっと直視していくことしか、ここに迫るものは

ないんじゃないかなというふうに思いました。

そのなかで、一つ今日ヒントをいただいたと思われたことは、「境界を超える」という

ことです。先ほど言われました、聖と俗のもっと混在していたような時代から、今に至っ

て違うこと、そして固定した枠で考えているということからもう少し自由になる発想があ

りうるということも、一つのヒントかと思いました。子どもさんが行くのが大学なんです

ものね。そういうところとか、あるいは、あの写真見ていましたら、お母さんのほうが生

き生きしているような気がするんです。だから役割というんですか、母は母であらねばな

らないとか、子は子でならねばならないという役割、あるいは自分の子と他人の子、そう

いう非常にクリアーな境界というものを超えること。あるいはもう少し言えば、たぶん自

分を超えたものとのつながりということ。そういうことを知らせてくれるのが、子どもな

んじゃないのかなというふうに思いました。あるいは、今ある境界を崩していくというふ

うに言えるかもしれないと思います。

それから「危機」なんですけれども、危機というのはチャンスであろうと思います。私

自身の領域でも、阪神大震災のあと、非常に大きな変化がございました。あの後いろんな

ことがあり、相談室が固定したもので、特別な人だけのためであった心理臨床が、とても

広い領域に広がりました。いろんな意味で、この固定した役割や境界を崩すというような

ことが、この危機の際に起こったような気がしています。それから実際、現状を見ますと、

すでに崩壊した家庭が、かなり増えてきたと思います。学校でも、片親家庭とか、養育能
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カのない家庭がどっと増えています。私は家庭裁判所の少年事件なんかにもかかわってお

りまして、いろんなケースを聞きますと、ほとんど「家庭」にカがございません。お母さ

んにこうしてほしいと望んでも、全く希望がない。そういうときに調査官たちは、どうい

う考え方をするかと言いますと、「資源」という言い方をしまして、どこからでもいい、

何かその資源になるものを探していくんですね。必ず世の中にはそういうものがあって、

理想を目指してこれがあかん、あれがあかん、何が問題やっていうのではなくて、資源の

なかから、どっからでもいい、何か得られないか。それはどこでもいい、誰でもいいとい

う考え方をしています。今日、お聞きしていて、ちょっとそれに近いような感覚を得まし

た。そのなかで絶対大事なのは、本人の力なんですね。少年事件の問題を起こした子。何

が悪いとかじゃなくって、その子のなかに何が潜んでいるかっていうことを探すんですね。

本当に子どもっていうのは素晴らしいカを持ってると思いますし、遊びってうまく自分で

見つけますよね。そういうカというのは、私はおとなになったらどんどんあせていくよう

な気がしていますが、もう一度私たちも触れたいものだというふうに思います。それから

もう一つは、プロセスを大事にすること。遊びが大事で、いろいろ現実になると難しいの

は、日本人の場合だと上手な絵を描くとかということばかりになると思うんですが、そう

じゃない、答えがない、そういう作品ではないもの、そういった発想に、もう少し私たち

も慣れることができたらなあとも思います。あるいは、私たちの領域ですと、原因→解決

ということばかりになりますが、そういうことじゃない発想という部分に対して、もう少

し私たちが慣れていきたいというふうに思っています。

ただ最後、一方で、実はあまり表面に出ていなかったような気もしますが、秋田さんが

言われたように、単に自由にするとか、なんでも支えてあげるとか、そんなものじゃない

というところがミソだと思うんです。今、問題になると思うのが、一方の議論のなかで、

こっちは任せっきりでいいのか、みんな助けてくれるんやと。じゃあもう親はどうでもい

いのか、親の責任はどうなるのか、コミットメントとか、そういうことがどうなるのかと

いう議論が、やはり抜けないと思うんですね。それはこれから考えていかねばならないん

ですけれども。好き放題にさせたり、何でも周りがヘルプして助けてあげればそれでいい

というのでは全然ないと思うんです。気づきの時聞が設けてあったり、あるいは三日と言

われましたが、そういうものがあったり、あるいは経済的に難しいとだとか、そういうリ

ミットは、逆に言えば支えてくれるところがあるんじゃないかと思います。そういった、

かなり難しい関わりというものを考えるときに、いろんな側面を考えないといけないと思

いますロそういうことも考えつつ、それを今後の課題としたいと思いますロ今日は力をい

ただけで、私としては本当にありがたいと思っておりますし、今後につなげていきたいと

思います。最後にもう一度拍手をお願いしたいと思います。ありがとうございました。

(文責・吉田正純)
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